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午前９時００分開議

○議長（中井 勝君） 皆さん、おはようございます。

第９７回新温泉町議会定例会２日目の会議を開催するに当たり、議員各位におかれま

しては御多用のところ御参集を賜り、厚くお礼を申し上げます。

本日は、初日に引き続き、一般質問を中心に議事を進めてまいりたいと存じます。議

員各位におかれましては、格別の御精励を賜りまして、議事の円滑な運営に御協力をい

ただきますようお願いいたします。

町長挨拶。

西村町長。

○町長（西村 銀三君） 議員の皆様、おはようございます。定例会第２日目の開会に当

たりまして、一言御挨拶を申し上げます。

本日は、昨日に引き続き、５名の方より一般質問を賜っているところであります。い

ずれも行政運営に係る重要な案件であり、誠意を持って答弁をさせていただきます。ど

うぞよろしくお願いいたします。

○議長（中井 勝君） ただいまの出席議員は１６名で、定足数に達しておりますので、

第９７回新温泉町議会定例会２日目の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付しているとおりであります。

・ ・

日程第１ 諸報告

○議長（中井 勝君） 日程第１、諸報告に入ります。

まず、議長から報告いたします。

昨日、１２月４日の会議以来、会合に出席しておりますが、別紙の議会対外的活動報

告を見ていただくことで省略いたします。

次に、１１月２９日付で、町長から議案第９７号、新温泉町職員の給与に関する条例
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等の一部を改正する条例の制定についてを撤回する申し出がありました。この撤回の申

し出については、きのう１２月４日開催されました議会運営委員会に諮り、会議規則第

２０条第１項ただし書きの規定により、議長が許可いたしました。したがって、議案番

号第９７号は欠番となります。なお、町長には、今後このようなことがないように、法

制執務を慎重かつ適切に行うように要請したとこであります。

次に、議会運営委員会が１２月４日に開かれておりますので、委員長から報告をお願

いいたします。

谷口委員長。

○議会運営委員会委員長（谷口 功君） 失礼をいたします。ただいま議長から報告が

ありましたとおり、１２月４日、議会運営委員会を開催し、協議事項２件について協議

をいたしました。

まず、町長から議長に提出のあった議案の撤回についてであります。議案第９７号、

新温泉町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定についての撤回につい

てであります。議長から議会運営委員会に諮問があり、当委員会で協議を行いました。

本件は会議に上程されていない案件で、会議規則の規定からも議会の許可手続を必要と

せず、議長の許可によるものであります。協議の結果、本件の撤回の申し出については

不許可とする理由がないため、会議規則第２０条第１項ただし書きの規定により、議長

が許可手続を行うべきであるといたしました。

次に、町長の追加提出議案として条例案１件が提出される予定になっており、本会議

４日目、１２月１６日に上程することになりました。

また、閉会中の所管事務調査について３項目を確認し、議長に申し出ることを決めま

した。以上であります。

○議長（中井 勝君） 谷口委員長、ありがとうございました。

以上で諸報告を終わります。

・ ・

日程第２ 一般質問

○議長（中井 勝君） 日程第２、一般質問に入ります。

初日に引き続き、受け付け順に質問を許可いたします。

初めに、９番、阪本晴良君の質問を許可いたします。

９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） ９番、阪本晴良でございます。きのうの同僚議員の質問

と重複する部分があると思いますけど、よろしくお願いしたいと思います。

まず、１つ目でございます。巨大風力発電についてお伺いをいたします。業者は、当

初の説明では、平成３２年、言いかえますと令和２年には工事の着工をし、工事期間は

３年で、令和５年から事業開始するという予定であるとお伺いいたしました。業者が提

出しました方法書の計画の中でも、そのように記載をされております。機材の搬入計画
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も、５月の連休明けには委託業者から報告があり、実施方法が判明するから、その後公

開するということでありましたが、いまだにありません。今後、環境影響評価に関する

準備書や評価書も必要ですが、これもまだ公表されておりません。おくれているとは思

いますが、今どういう状況なのかお尋ねいたします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 現状についてお答えをいたします。昨年３月から高山地区に設

置されている風況観測塔に加え、隣接して、新たに電波を利用して、より高度なデータ

観測ができる風況観測装置を１０月下旬に設置したと業者から報告を受けました。昨年

１２月から実施されていた鳥類の調査、それから資材等の搬入ルートの選定調査につい

ては現在休止をしており、当面、風況調査のみを行っていく、そのような状況になって

おります。なお、事業者は、５月の連休明けには資材の搬入ルートが決まる見込みと言

っておりましたが、ルート選定が難航し、大幅に時間がおくれているという報告を受け

ております。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） 改めて、今後のスケジュールがどうなっておるのか伺い

たいと思います。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 事業者によると、今後半年から１年をかけ、既存の風況観測塔

と、新たに設置された風況観測装置を併用し、引き続き風の状況を調査し、その他の環

境アセスメントについては当面は行わないとの報告を受けております。その理由として、

風の状況を正確に把握した上で、この場所が事業として成り立つのかどうかを判断した

いということであります。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） きのうの町長の挨拶の中で触れられておりましたですけ

ども、１１月２１日付の日本海新聞に、県が国への要請という中に、当町に計画されて

いる風力発電施設の設置について、経済産業省に事業認定の手続を強化し、地域住民の

理解を得られない施設に対して厳格な対応を求めるとありました。県も応援していただ

いているんだなと感じております。

この計画書の方法書を読んでみますと、輸送計画では浜坂港から輸送する予定であり、

事業実施計画想定区域に至る既存道路を活用する。なお、今後の検討結果により変更す

ることがあるとされております。具体的には、浜坂港から陸揚げし、県道を通り、国道

１７８号線を経て、主要地方道浜坂井土線から一般県道久斗山今岡線に搬入するルート

と、９号線の歌長上まで輸送ルートになっております。計画区域をよく見ると、施設の

設置区域から県道や国道まで何カ所か角が出ております。この計画地への進入道路では

ないかと思います。

胴体部分は切断して運搬し、現地で組み立てることができるそうでございますが、プ
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ロペラ部分は切断できないそうです。プロペラは長さが６５メートルありますが、金屋

口の１カ所だけであればレッカー車で向きを変えることはできると思いますが、長さが

２０メートルのトラックで、前後に２⒉５メートルずつをはみ出して踏み込んでみても、

金屋の村の上にある熊谷川にかかった橋から先はカーブが連続して続きます。道路は山

側のほうと電柱に挟まれた箇所もありますので、そのたびにレッカー車を利用するとい

うことは現実的にはちょっと無理ではないかと思います。既存の県道や国道９号線から

は、これから先は道路を新設して、勾配とカーブを考慮しながら道路を建設していくと

思いますが、６５メートルのプロペラを運搬するためには、それなりの緩いカーブとア

ップダウンの少ない勾配が必要だと思います。そのためには、当地のような起伏の激し

い地形では、山のひだに沿った道路ではなく高速道路のような道路が予想され、土砂の

切り盛りが膨大になり、大量の残土が発生すると思われます。

２０年間利用するための道路ですが、大変大きな自然破壊になると思います。既存の

林道の比ではないと思います。動物や植物への影響、人体への影響など、納得できる説

明がないまま事業を進めることは許されることではないと思います。町長の御見解をお

伺いいたします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 阪本議員のおっしゃるとおりだと思っております。ルート選定

が業者自身も難しいということで、決定がなかなかおくれているということで、業者自

身も迷っているというのが現状ではないかと思っております。地形そのもの、道路の状

況、いろんな状況を判断しても、プロペラ６５メーターの搬入は非常に厳しい、そんな

ふうに思っておりますし、我が町には似合わないということを改めて実感をいたしてお

ります。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） 次に、会計年度任用職員制度についてお尋ねいたします。

まず、さきの９月議会で会計年度任用職員に関する条例が可決されました。職員全体で

５２２人、嘱託が３８人、臨時職員が２１９人、合わせて２６２人ということで、ちょ

うど約半数がこの任用制度の対象となるということであります。

そこでですが、まず、フルタイムとパートタイムはどのような基準を定めているので

しょうか。恐らく事務量を勘案し、公平性、平等性等の観点から基準を定めていると思

いますが、どのような基準で職場なり職種を振り分けているのか状況をお尋ねいたしま

す。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） お答えします。基本的な考え方として、正規の常勤職員と同様

の業務量があるために、年間を通じてフルタイム勤務とすべき勤務時間が必要とされる

ものについてはフルタイム職員とし、それ以外はパートタイム勤務とすることを基本に

置いています。制度上、勤務時間でフルタイムかパートタイムを判断する形になはなっ
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ていますが、その根本には常勤職員と比べて業務の量や内容、勤務時間に対する密度は

どうなのか、それが年間通じてのものであるか、単に常勤職員と同じ勤務時間を設定し、

拘束的な勤務形態になっていないかなどを精査した上での判断だと認識をいたしており

ます。こうしたことを踏まえた上、勤務形態の決定と処遇改善を図っていきたいと考え

ております。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） 事務量、内容、密度というふうなことを基準に定めると

いうことでありますので、それはそれできちっと基準を設けていただきたいと思います。

ただ、パートタイムの件ですけれども、一日の勤務時間が、１５分とか３０分程度のカ

ットでフルタイムにならない、しないということはないと思っております。最低でも１

週間に半日以上はあけないとパートタイムとは言えないのではないかと思いますが、ど

うでしょうか、お尋ねいたします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） その分については、適切な運用に徹したいというぐあいに考え

ております。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） これをやりますと職場が混乱しますし、不信感が生まれ

ると思いますので、この辺で時間だけでパートタイムにするというふうなことは避けて

いただきたいというふうに思います。

次に、前歴換算についてお尋ねいたします。正規職員には、途中採用された場合です

けれども、前歴換算の制度がありますが、当然この制度にも必要だと思います。どのよ

うな内容になっているのかお尋ねいたします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 会計年度任用職員の職務に対する位置づけとして、年数に応じ

て高度な職責を求めたり、業務内容を変えていくといった性質のものではありません。

このように定型的な業務を中心としていますので、ほかの機関や嘱託、臨時職員として

の経験を前歴としてそのまま反映させることまでは考えておりません。ただ、新制度と

はいうものの、基本的に現行制度をベースに初任給を決定することとしており、特に看

護師などの専門職にあっては正規職員の初任給基準より高い単価を適用しておりますの

で、新制度でも一定の考慮はできると考えております。このほか、現在、嘱託・臨時職

員として勤務されている方にあっては、新規で任用される方よりも初任給に格差を設け

るなどの対応を考えております。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） もうちょっとあれですけど、理解ができてないですけど

も、結局前歴はあるということでしょうか、ないということでしょうか。例えば、臨時

職の普通の事務補助の方が５年間勤めた分は、５年間の前歴があるということを勘案し
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て初任給を決められるのか、それとも全然それは、同じ事務補助ですから、もう一から、

例えば高卒の方と１０年勤めた方とが同じ給与体系ということになるということでしょ

うか、改めてお伺いいたします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 基本的には前歴というものは加算対象にはならない、そう考え

ております。

じゃあ、副町長に詳しく説明をしていただきます。

○議長（中井 勝君） 田中副町長。

○副町長（田中 孝幸君） 基本的には給与体系は一緒でございますけれども、個々の任

用の前歴を細かく見るということはする予定はございませんが、先ほど言われた１０年

とか、そういう方について、全く初めて任用される方、こことは格付を少し違えていこ

うかなということでございます。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） 少し格付しなるということですけれども、その場合の基

準というのはどのようになっておられるでしょうか。

○議長（中井 勝君） 田中副町長。

○副町長（田中 孝幸君） 現在組合と協議中でございますので、提案はしておりますが、

まだ合意には至っておりません。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） よく協議していただいて、今の正職員と格差が当然出て

きておるわけですけれども、正職員のレベルになるべく近づけるような前歴換算という

のもやっていただきたいという思いをいたしております。

次ですけれども、この制度につきましては単年度の雇用制度ということは理解してお

ります。採用の件ですけれども、やめたくない人も含めて試験を行うのか、それとも正

職員と同じように欠員が生じた場合にのみ採用試験を行うのか伺います。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 総務課長が答弁をいたします。

○議長（中井 勝君） 井上総務課長。

○総務課長（井上 弘君） 採用試験の考え方でございますけども、まず、国からＱ＆

Ａが出ておりまして、それの中では、まだ初度の採用のときには、競争試験または選考

によって客観的な能力の実証を行う必要があるということが示されております。ですん

で、今回初度になりますので、可能な限り面接を実施したいという考えを持っておりま

す。ただ、マニュアルの中には、能力実証で再度任用できるのは原則２回までというこ

ともございますので、一度採用された方が次年度になるときにもう一度試験をするかと

いうことについては、そういった原則２回まで能力実証をすればできるということがあ

りますので、そういったことも含めて、次年度の採用については考えていきたいと思っ
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ております。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） ２回までというのは、もう少しちょっと理解ができませ

んので、詳しく説明してほしいと思いますけれども。

○議長（中井 勝君） 井上総務課長。

○総務課長（井上 弘君） 説明がちょっと不十分で申しわけございません。マニュア

ルの中に、公募によらず、従前の勤務実績に基づく能力の実証により再度の任用を行う

ことができるのは原則２回までということがございますので、会計年度任用職員、１会

計ごとなんで、これまで勤めておられた方も毎年試験を行っていくかということについ

ては、原則２回まで能力実証ということがありますので、人事評価制度も若干取り入れ

ていかなければいけないということになっておりますので、そのあたりで能力の実証が

できれば、毎年試験ということではなくて原則２回まで再度任用できるという記述がご

ざいますので、例えば３年に１度試験をするということも考えていかなければいけない

のかなと思っております。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） 聞きようによれば、１回採用されたら定年、例えば６０

歳まで勤務できるというふうにも聞こえますし、３年ごとに、今の例でいきますと、１

回採用されて、３年後にもう一遍試験があって、また３年後は３回目になりますので、

それはないと。だから、６年までしか勤められんというふうにも聞こえますし、もうち

ょっとわかりやすく具体例で説明願えたらと思いますが。

○議長（中井 勝君） 井上総務課長。

○総務課長（井上 弘君） 採用の回数を限定するものではなくて、例えば今勤められ

ておられる方が来年、会計年度任用職員を受けられる。そのときには、初度のときには

競争または選考ということがありますので、来年度については面接を行っていきたいと

いう考え方を持っております。そして、その方が採用されて、その次の年も受けられる

というときには、２回までその能力実証ということがありますので、その次の年は例え

ば採用試験を受けなくてもいい。２回までということであればその次の年もかかります

んで、その次の年も採用試験をしない。その次の年は３回目になりますので、試験をす

るということができるんじゃないかと考えております。それが、どういうんですか、こ

こで採用しないというそういったことではなくて、それは引き続き任用、応募すれば何

回でも、試験で合格する、あるいは能力実証ができれば採用していくということで、雇

いどめをするというような、そういうことではないということでございます。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） いわゆる途中に１回、能力検定みたいなものがあるけれ

ども、本人が毎年申し込みすれば、基本的には６０歳まで働けるということで理解して

よろしいでしょうか。
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○議長（中井 勝君） 井上総務課長。

○総務課長（井上 弘君） 年齢制限がございませんので、６０歳までということはご

ざいません。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） わかりました。本人がやめるつもりのところまで結局雇

用されるということで解釈させてもらったですけど。

○議長（中井 勝君） 田中副町長。

○副町長（田中 孝幸君） 本人がやめるまでというお話ですが、そういうことではなく

て、選考試験を経て能力が確認できれば、年齢という上限はございませんけれども、採

用はされるということでございます。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） では、次の質問に行きます。さきの議会での説明の中で、

年額で現在の支給額を上回る額にするとの答弁がありました。月の支払い額が減り、期

末手当を含めて年額を上回るのであれば、やはり月々の月額は下がってくると思います。

月額が下がると、月額に係る料率とボーナスに係る料率ではボーナスのほうが料率が低

くなるため、支給される年金額も低くなると思っております。年金額を含めた生涯賃金

が引き下げになると思いますが、どうでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） お答えします。年金支給額と生涯賃金との関係についてであり

ます。議員のおっしゃるとおり、年収ベースで現在の支給額を確保しようとすると期末

手当の支給月数がふえるため、その分月額が減ることになります。特に嘱託職員にあっ

ては、現在報酬のみの支給ですので、年収ベースから期末手当相当分を割り戻すと、臨

時職員以上に月額が減ることになります。このように、１年間だけを見れば年金支給額

は少なくなる人もいるかもしれません。人にもよるので誰がどうなるかは答えられませ

んが、何をもって生涯賃金とするのかという捉え方もあります。

これまで嘱託・臨時職員については、最低賃金や人事院勧告によって単価を引き上げ

ることはあっても、再度の任用を理由とする引き上げは行っていませんでした。それが、

新制度では、再度の任用により上限は設けるものの格付が上がりますので、支給額で見

れば生涯賃金は従前制度よりふえていくことになります。当然、年金の加入月数もふえ

ていきますので、年金支給額もふえる要素があると考えております。もし月額保証の観

点で対応しようとすると、嘱託職員は全員、純粋に⒉６カ月分を新たに支給することに

なり、臨時職員との均衡がとれなくなるといった矛盾が生じてまいります。そのような

ことがないよう、年額ベースで調整する予定としております。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） 月給が下がるということは月々の生活がやっぱり苦しく

なると、ボーナスで確かに保障されるとは言いながらも、月々の生活、当てにしておる
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生活がやっぱり苦しくなるという部分が出てくると思います。その辺は十分考慮してい

ただいて、それぞれの働く方々の理解を得なければならんと私は思っております。十分

配慮をお願いしたいと思います。

次の質問でございますけれども、財源は普通交付税で補填されます。国は全額補填す

るということでございますが、各自治体がパートタイムを多くして、自治体間で改善競

争をして国に安く請求する傾向があると聞きますが、そのようなことはないと思います

が、どうでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 全国町村会でも、その財源については全額国が補填してほしい、

そういう要望も出しておりますが、現政権、上手に何かされているようで、なかなか交

渉が難しいというのが実態であります。極力そういう方向で交付税なりで手当てをして

いただけるように、県なり国なりに申し入れをしていきたいと考えております。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） 先ほどもお話しさせていただきましたけども、個人との

折衝、説明や協議をしないといけないと思います。いつごろにそれを行うのか、時期を

お尋ねいたします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 今後の予定についてであります。遅くとも１月上旬をめどに、

各課及び職員組合との調整を継続して行ってまいりたいと思っております。また、公募

までに、現在勤務している嘱託・臨時職員を対象に説明する機会を設ける予定をいたし

ております。試験については１月下旬までに受け付けを行い、２月上旬に面接試験を実

施したいと考えております。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） 前回の議会では、１２月に公募を始めなければならんの

で、条例はやっぱり９月で上げてほしいという説明がありました。まだまだ組合交渉が

できてないという段階で、今、条例は通ってしまっておるわけですけれども、ちょっと

スケジュールが遅いと私は思います。２月の上旬に試験ということでありますけれども、

それから、決定ですか、その採用の確定はいつごろになるでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 総務課長より回答をいたします。

○議長（中井 勝君） 井上総務課長。

○総務課長（井上 弘君） 先ほど町長申し上げましたように、２月の上旬に面接試験

を行いたいと考えております。人数等によってその事務量がどれぐらいになるかという

想定もしなければなりませんけども、できれば２月中に採用の決定ができればと考えて

おります。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。
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○議員（９番 阪本 晴良君） 先ほど個人の説明、各課また組合との交渉も１月という

ことでありましたですけども、先ほど言いました前歴換算とか個人に関する、最終的に

あなたはこれだけの金額ですよということが決まるのは、一応４月からの支払いになる

わけですけれども、今勤めておられる方が試験に応募して、試験に受かったとされてか

らその金額を決めるのか、それとも、それまでに、大体もうあなたの金額は来年受かっ

てもこれぐらいですよということを事前に決めるのか、試験前に決めるのか、試験より

後に決めるのか、その辺はどうでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 総務課長がお答えいたします。

○議長（中井 勝君） 井上総務課長。

○総務課長（井上 弘君） 募集の時点では、勤務形態あるいは給料、給料については

予算が通らなければいけないということがございますので、給料も、例えば幾ら程度と

いうような表現になるかもわかりませんけども、募集の段階では最低そういう勤務条件、

労働条件、それから処遇、そういったものも示せないといけないと思います。となると、

事前にそこに至るまでには、今勤めておられる方にはある程度の条件は示さなければい

けないという考えでおります。ただ、個人、あなたがどれぐらいというようなことはお

示しできないと思います。募集も職種で募集することになると思いますので、職種ごと

にはこれぐらいというようなことはお示しできると思います。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） いずれにしましても、職員にも生活がありますので、そ

こら辺のところをきちっと認識されて、今後のスケジュールなり、早目早目の手だてを

お願いしたいと思います。

今回はせっかくの非正規職員の制度の見直しであります。同一労働同一賃金、正規職

員との格差の是正、これらを目指して制度の運用をすべきであると思っております。今

きちっと制度を確立しておかなければ、今後変えようと思っても、どうしてもハードル

が高くなると思います。前例主義の行政のやり方ですので、どうしてもやっぱり変更す

るには理由が要りますし、ぽんと感覚だけでは改正ができないということがあると思い

ますので、今回はきちっと皆さんの要望をよく聞いていただいて決定していただきたい

と思います。

平等、公平な制度にしなければ、それは楽しい職場ではなくなります。この制度を運

用するに当たって、町長の最後の決意をお願いしたいと思います。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） これまで地方自治体の正規職員、それから臨時職員、こういっ

た待遇が非常に不明確であった。こういった中で、国が先頭に立って制度のあり方をき

っちりとしようということで、今回こういった制度ができたと思っております。一歩前

進ということでありますが、まだまだ課題はあるように考えております。働きやすい環
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境、こういったものが最も重要だと思っておりますので、そういった点、いろんな御意

見をいただきながら、いい制度になるように努めてまいりたいと思っております。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） では、次の質問に移ります。浜坂地域の認定こども園の

整備について伺いたいと思います。

町長が就任されて、浜坂認定こども園の建てかえ候補地について、最初の検討委員会

の最終候補地でありましたすこやか広場を再検討され、その報告書を１０月３０日の総

務教育常任委員会で示されました。私も総務教育常任委員会の傍聴をさせていただき、

また、その資料、さらに第二期の検討委員会の議事録も拝見させていただきました。こ

れらを踏まえて質問いたします。

まず、浜坂認定こども園の整備のあり方について教育長がまとめておられますが、こ

の中で、初めに、議会から浜坂、大庭２園を存続して整備する方針の内容を明らかにす

るように求められているとされております。議会は、浜坂、大庭の統合を示唆している

との認識をされているという書き出しとなっております。そのため、９つの視点から検

討した、まとめたとしております。キーワードとして、地域で育てることを上げており

ます。

９つの内容ですが、１つ目の教育の視点では、学校の小規模校の例を挙げて、基本的

には同じである、きめ細やかな指導の重要性、人とのつながり、社会力は地域で育てる

ことが重要としております。

２つ目の地域の視点では、社会福祉協議会、区長会、民生委員会、それからすこやか

クラブなど、ボランティアグループとのつながりで園の役割が見えてくる、社会力が育

まれるメリットがあると書いてあります。

３点目は子供の推移、保護者の視点でありますが、ゼロ歳児、１歳児の送迎は保護者

の対応であり、近くが望ましいと考えるとしております。

４点目は安心・安全な施設の視点ですが、浜坂のこども園は耐力度調査、大庭は耐震

診断の結果と施設の整備が不十分であることを掲げて、早急に進めるべきであるとして

おります。確かに早急に進めることは重要だと思います。

５点目は公共施設との関連性の視点を上げておりますが、浜坂は図書館、以命亭が近

く、大庭は病院やささゆり、社協があり、また、これらの職員の保育ニーズがある、今

後もふえていくとされております。近隣の施設の交流、活用が果たしてできているので

しょうか。老人施設への訪問、交流はあると思いますが、そのほかの施設はどうでしょ

うか。

６点目は求められるサービスの視点ですが、ゼロ歳児保育、病児・病後児保育などの

多様なニーズに応えるべきとされております。

７点目の財政上の視点では、浜坂は財政計画がある、大庭は対象経費を計上する必要

があるとされております。もっと掘り下げて、土地代、建物の建築費、くい打ち費、か

－１２－



さ上げ費など、予想される費用を算出し、比較するべきだと思います。

８点目は教職員構成の視点ということで、正規職員は近年、予定の半数しか採用でき

ていない、また、臨時職が担任を持たなければならないとされております。

９点目の保護者、地域からの声の視点では、保護者説明会や住民懇談会の場では積極

的な統合の声はなかった、それぞれに早期の整備要望があった。一方で、経費削減や職

員体制で統合すべきとの意見を持つ住民がいることも事実であるとされております。

つまり、これらは一般的なことを掲載されているわけで、浜坂認定こども園と大庭認

定こども園の特徴的なことは触れられておりません。どこでも、どの保育園でも、大規

模でも小規模でも当てはまることではないでしょうか。どのようにこれから先、特徴的

な２園としての運営をされようとしているのか伺いたいと思います。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 教育長からお答えをいたします。

○議長（中井 勝君） 西村教育長。

○教育長（西村 松代君） 今の件なんですけれども、浜坂認定こども園と大庭認定こど

も園の統合についてということで、教育委員会の中では今、議員から言っていただきま

したような９つの視点から協議をしていただきました。その結果、それぞれの園をやは

り特色のある園としての存続をしていくというようなことで整理をしていただきました。

先ほどもありましたように、浜坂認定こども園のほうは、やはり加藤文太郎の図書館が

あったり以命亭があったりとか、環境的にも海に近かったりというようなとてもいい教

育環境、文教的なゾーンであるというふうに認識しております。大庭認定こども園は、

先ほどもありましたが、病院とか、ささゆりとか、保健医療の福祉ゾーンということで、

福祉ゾーンの面での特徴的なよい環境にあると思います。で、整理しています。

そういったことで、この中で地域との連携というか、つながりということを強く言っ

てるんですけれども、これからのこども園、それから小学校、中学校とか教育について、

やはり地域の中で子供を育てるということが大きな国の流れになっています。地域とと

もに子供を育てる、地域ぐるみで子供を育てるというような大きな流れがあると思って

おります。各地域にこども園がなくなるというようなことは、地域にとっても、地域の

活性化やったり、地域に住んでおられる皆さんの元気につながる、子供の声というのは

やはり地域の元気につながると思っています。子供たちがいなくなることで地域に元気

がなくなるとか、そういった声も聞いておりますし、地域の皆様のいろんな子供たちと

の交流の中で、子供たちがすごいちっちゃいときにいろんな大人の方と触れ合うことが、

子供の成長にとって、大人になったときに、本当にふるさとを愛する気持ちにももちろ

ん通じますし、人とうまく関係性をつくる、今、非常に大切な力だと思いますけれども、

そういったことにもつながるというようなことで考えています。

今後、特色ある園ということですけれども、今ある、現在の位置にある環境を生かし

ながら今後しっかりと考えていきたいというふうに、交流をどんどん進める、今もして
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いますけれども、地域の中に出かけていくとか、そういったことで考えていきたいと思

っております。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） 確かに今後ということであるでしょうけども、なかなか

保育園といいますか、こういう園の運営で、周りに例えば海がある、山がある、畑があ

るということで、そこを活用するということであれば、確かに特徴ある運営ということ

が言えると思います。ただ、あるだけでは、園の中から出なければ、どこに園があって

も、親がその近くにあったほうが連れていくのに時間が少なくて済む、ただそれだけの、

利便性だけの話になるんではないかなと思います。

これまでそういうふうに、図書館があったり、以命亭があったり、あるのはわかりま

すけれども、それを園がどういうふうに活用するかということで特徴が出てくると思い

ます。病院でも一緒だと思います。ささゆりに例えば大庭のこども園の方が行きて交流

するということであれば、大人との交流ということはわかりますけれども、それが何年

間、どれぐらいあって、それをどういうふうに教育であり保育として伸ばしていこうか

ということが大事ではないかと。だから、例えば１カ所にある、２カ所にある、５カ所

にあるにしても、それは周りとの、外に出て交流するということがあって初めて、例え

ば隣の人が来てくれて交流してこそ園の運営で特徴的なことが出るということはあると

思いますけれども、これまでそういうことがあったのかなかったのかいうことが特徴を

出せるかどうかということだと僕は解釈をしております。その辺はどうでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村教育長。

○教育長（西村 松代君） 今、阪本議員から言っていただいたように、今現在も大庭認

定こども園のほうはことしもささゆりに行って、歌を歌ったりとかいう交流もしていま

す。はまさかの里にも以前には行ったっていうことも聞いておりますし、そういったこ

とをやはり積極的に進めていくのがもちろん地域との交流に、大人と触れ合うことにつ

ながりますし、お互いが元気になっていく、子供から元気をもらう、また、子供が年寄

りの方と触れ合ったりすることで、本当に優しい気持ちとか、思いやりの気持ちとか、

いろんなことが育っていくだろうと思っています。

浜坂認定こども園も、畑があるんですけれども、そこで畑づくりに来ていただく中で

交流をしたりとか、地域に出かけていくということも現在もしておりますけども、やは

り積極的な、そういった外に出ていくということもとっても大事だと考えています。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） 特徴あるということは多分そういうこと、園の中であれ

ば、同じ区域の職員の異動によって、大体ここでやったことはほかでもやることになる

と思います。ですから、あんまり職員がかわらん限りには同じような保育、教育がなさ

れるではないかなと思いますので、特に特徴的なという、２園を残さないけんというふ

うなことには私はならんじゃないかなと、理論的にはそう思います。
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それと、次の質問に移りますけれども、第二期の検討委員会では、結論として、すこ

やか広場と現在地の北側、東側、南側の４案で検討され、その結果、現在地に東側を加

えた案と北側を加えた案を最終報告として決定しております。さらにこの案を、田中副

町長を委員長とした選定委員会において、第１候補を現在地と東側、第２候補を現在地

の北側に決定したという資料になっております。

この第二期検討委員会では、候補地の選定基準を改定し、１つ目は安心・安全な場所、

２点目が園児の登校や保護者の利便性の確保、３点目が周辺の理解が得られること、４

点目が財政的点担が少ないことの４項目の基準と、具体的重要項目として、広さを ７

００平方メートル以上、海抜を津波想定区域外とすること、地盤沈下が起こらないよう

な場所、または地盤改良が抑えられること、災害影響区域外であること、交通の利便性

がいいこと、周辺環境では住宅地や工場周辺を避け、閑静な場所であることの６項目を

定めております。

この検討結果の報告書でも、議事録を見ても財政的な検討が不明です。どのような検

討をなされたのか、財政的に検討されたのか伺います。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 検討委員会の内容、庁舎内における財政の検討ということでし

ょうか。それとも、検討委員会の中における財政面の検討ということでしょうか。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） こども園の場所選定なりする経過において、財政的に検

討がなされたかということです。どこで検討されたかはあれですけども、もし検討され

ておったら、その内容を示していただきたいと思います。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 当然あり方検討委員会の中で検討なされたと思っております。

詳しい内容については、担当課長に報告をしていただきます。

○議長（中井 勝君） 担当課長は財政、総務課、何課、指名してください。

じゃあ、まず、検討委員会。

長谷阪こども教育課長。

○こども教育課長（長谷阪 治君） 検討委員会で財政的なものといいますか、それにつ

きましては、まず中身ということがございます。まず、浜坂認定こども園を建てるに当

たりまして、どういう経費が必要であるかということで、土地の購入費で、その土地の

造成費、また、今ある園舎を解体する解体費であったり、駐車場も必要となってきます

ので駐車場の整備であると、それと新しい園舎の建築費、また設計監理費ということで、

財政計画上どのぐらい要るかということで積算をして、それらについても財政計画にの

っとってやっていくということで、財政的なことについても経費的に、今のあれであれ

ば全体で約１０億円というふうなことで話はしてきております。以上です。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。
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○議員（９番 阪本 晴良君） それは、この結果報告書の中に９つの地点を羅列してお

られます、候補地を。この中で、それぞれの候補地で検討されたということでしょうか。

それとも、最終的に今の北側なり東側の２つだけで、どちらをとっても最終１０億円と

いうことで検討されたということでしょうか。

○議長（中井 勝君） 長谷阪こども教育課長。

○こども教育課長（長谷阪 治君） 基本的には、概算ではありますけども、事務局とし

ては候補地ということが上がってる限り、当然幾らぐらいかかるのかということは概算

で試算はしております。それにつきましては、検討委員会の中でははっきりとしたこと

は示しておりません。検討委員会の中で検討していただいてるのは、そこにあります重

点項目について、重点項目、選定基準に従いまして具体的な重点項目、その選定方針に

基づいて選定をしていただいているということで、その中の選定基準に財政的点担が少

ないことということがありますので、ここはどうかと言われたときには、やはり今現在

地周辺であれば現在地プラスですので購入費は少なくて済む、全体的に購入しないとい

けなくなれば経費的にはかかってくるというふうな話をしてきております。以上です。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） 最後の比較は多分、土地購入費と、今の現在地ではくい

打ちということが、そこの差が財政的な点担の多い少ないになってくると思います。単

純に言って、くい打ちのほうが高いのか、用地費のほうが高いのか、その辺はどうでし

ょうか。

○議長（中井 勝君） 長谷阪こども教育課長。

○こども教育課長（長谷阪 治君） くい打ちにつきましても、過去の、どのくらい、く

いを何メートルぐらい打つのかということで、あと、本数がどのくらい要るのかという

ことで変わってくると思いますし、土地についても地目とか広さによって変わってくる

と思います。以上です。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） それはそのとおりだと思います。でも、資料には１２メ

ートル、１００本という基準があるじゃないですか。だったら、これをもとに、大体く

い打ちはここの土地だったら何ぼ、こっちの土地だったら何ぼということが、概算の概

算ですけれども、土地も畑だろうと、田んぼだろうと、宅地だろうと、大体この辺の土

地はまあまあこれぐらいの金額だろうという想定はできるんではないでしょうか。それ

をもって大体の概算、事業費１０億円を出されたと思いますので、その辺のところは、

もし明らかにできるんだったらしてほしいと思いますけれども。

○議長（中井 勝君） 西村教育長。

○教育長（西村 松代君） 済みません、検討委員会の中で、今、課長からありましたけ

れども、場所の選定というようなことでしていく中で、細かい、何ていうんですか、試

算、ここやったら幾らとかいうところまでのことは検討委員会の中ではしておりません
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で、これからどんな建物にしていくか、場所が決定すればそういったこともこれからど

んどん考えて、ある程度のことはありますけれども、いろんな意見も聞きながら決めて

いくので、細かいところまでの試算というところはできておりません。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） 自分で基準を決めておいて、その基準の項目はできてお

りませんというのは、何かちょっとふつり合いっていいますか、おかしいじゃないかな

と思います。せっかく財政的な点担が少ないことということであれば、大体ここの土地

だったらどれぐらい、１０億円なのか１１億円なのか、ここだったら８億円でできます

とかいうことは、当然ここの基準を設けておるわけですから、その基準に従って行動す

るというのが普通の行政のやり方だと僕は思います。やってないということであれば仕

方がないと思いますけれども、十分これから検討していただきたいと思います。

○議長（中井 勝君） 阪本議員、答弁があるみたいです。

田中副町長。

○副町長（田中 孝幸君） 先ほど教育委員会から詳細はという話だったんですけども、

以前、教育委員会からはくい打ちも、結局、例えば関西測量のとこも、軟弱地盤なので

くいは打たないといけないということでございました。そして、今の現在地周辺もくい

を打たないといけない。その数量については、若干の差異はあるかもしれませんけれど

も、やはりしっかりと打たないといけないということでございます。

それと、浸水の高さですね、関西測量のところであれば５０センチぐらい、そして現

有地であれば⒈９メートルから２メートル２０センチぐらいでしたでしょうか、そうい

う差異がございます。建設費という意味では、くい打ちのボリュームがさほど変わらな

いのであれば、土地の大きさによってその額が変わってくるなと。それと造成費、当然

土量の問題がございます。そういったものからすると、大きな差はないのではないかな

という御報告を受けたところでございます。

そして、その周辺地域での安全性の問題、確かに洪水という面からすると、安全対策

ということがございます。安全対策ということにつきましても、タイムライン的にどう

いった形で浸水してくるのかということがあります。それは、まずはバックウオーター

という形で味原川の水がある程度あふれてくる、そして、新しい味原川のところからも

あふれてくるという形になろうかなと思います。そして、岸田川のところになってきま

すと、戸田あたりが一番堤防が低うございますので、そちらからあふれてくるという形

になって、大体浸水が⒉２メートル、あるいは⒈９メートルという形になりますので、

そういった造成費をカウントしておりますので、若干、関西測量のところよりも土量は

多くなるということになると思います。

○議長（中井 勝君） 暫時休憩します。

午前１０時０３分休憩
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午前１０時０３分再開

○議長（中井 勝君） 再開します。

９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） やっぱり財政的にはまだ検討の余地があるという思いを

受けました。それが今、１つの園を建てるのに１０億円かかるというふうな意味だと思

います。これをまた浜坂でそれだけ、大庭でそれだけということになるというふうなこ

とで、約２０億円とは言いませんけども、大庭がどれぐらいするのかわかりませんけど、

大体概算でいうと、２つ、言えば２０億円と、２園を１つにするんだったら、もうちょ

っと広くせないけませんので１０億円ぐらい、真ん中とってということで、財政的には

１園のほうが安くつくというのは、やっぱりそれはそのとおりだと思います。

ですから、特徴ある園を本当にやり切れるかどうか、地域と密着したことをやり切れ

るかどうかというのが、２園になるのか１園になるのかというところの分かれ目だと思

います。そういう運営を本当にこれから先、わけてよくやれるのかどうか。だから、温

泉地域では１つの園にして、１つの園でその地域との、例えば畑もその隣に借りておら

れるようですし、大人の方たちが来て、老人の方とも触れ合いながらということもある

ようです。ですので、子供は５歳までですので、どれぐらい覚えておるのかおらんのか

ようわかりませんけれども、しっかりとその地域を特徴した園を運営していただきたい

と思います。

もう一つ、温泉地域との整合性、温泉地域は１つであります。浜坂は２つが公立と、

それともう一つ、明星認定こども園があります。明星認定こども園も今、６０人定員の

ところを、資料で見させていただきますと、７０人を超える園児があるようです。それ

がどうなのか、いいのか悪いのかそれは別にして、３つの園があります。この明星認定

こども園も含めたところで、これからだんだんと園児が減っていくということが統計上

示されております。そういった中で、明星認定こども園もずっとこれから先、存続され

るでしょうし、大庭と浜坂の認定こども園もそれぞれ存続するという立場で検討をされ

ておられますけれども、温泉では１つできちっとした保育教育がなされておると。それ

を、浜坂では３つの保育園でなければ、そういう教育、保育ができないという、そこと

の整合性はどういうふうに考えておられるのかお伺いします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 整合性って、何ていいますか、歴史の中で生まれてくると。結

果、今を見て整合、僕は整合と言っておられる意味がよくわからないんですけど、何を

もって整合とする。例えば温泉地域、保育園、１カ所しました。その結果どうなったか。

ごらんのとおり、温泉地域の人口減少は、浜坂エリアに圧倒的に減少率がすごいです。

特に奥八田エリアは旧町でも本当にどんどんどんどん減っていると、そういった現状が

あるわけですね。やはり地域の中に施設がなくなると、どんどん減ると。合併して旧温

泉町は庁舎がなくなって、庁舎の需要そのものも大きく減りました。その結果は、今の
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旧温泉エリア、湯村エリアとっても、すごい寂れてきております。その経済的効果、統

合したら１つで安く上がると、こういう論理だけでまちづくりをすると将来もう本当に

どんどんどんどん縮小するわけですね。そういう論議でいいのかどうか。

私は、将来を見詰めた場合、減るから減らせとこういう論議しておったら、町は未来

は全くないと思うんです。ぜひ今の旧温泉町の保育園の現状、奥八田行っても子供の声

も一つも聞こえない、こんなことでいいのかどうか。本当に私はそこを考えるのが大事

だと思います。だから、小さくても残す。

若い人が出ていくのは働く場所がない、保育園なんかは、やはり若い方が圧倒的に働

く場所としてできるわけですね。ところが、保育園をどんどんどんどん地域から削って

いくと働く場所も減る。そうすると、必然的に都会に出ていかれる。将来を担う人口を

ふやしていけるのはやはり若いお母さん方、そして高齢者を見るのも女性です。

こういったところを一歩先を考えると、ぜひ保育園のあり方、ただ単純に金の論理と

いうふうなことでなしに、やはりもう少し町全体の将来像、もっともっと広範囲な視点

で考えていくべきだ、そんなふうに考えております。

○議長（中井 勝君） 暫時休憩します。

午前１０時１０分休憩

午前１０時１０分再開

○議長（中井 勝君） 再開します。

９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） 町の活性化は、町長の言うとおりだと思います。そのこ

とは僕も否定はしません。ただ、一つ一つの施設なり施策なりを考えていくときに、や

はり財政というものは一つの基準ではあると思います。財政だけが全てではないという

のは私もそのとおりだと思いますし、それは、だけど、財政も物差しの一つだと。です

ので、総合的にどう考える。だから、町が寂れていくのを全ての担当課が、なるべくな

ら減らないようにそれぞれの担当課がそれぞれの仕事をしていって、総合的にそれをプ

ロデュースするのが町長だと思います。

ここだけを力を入れて、２園を１園、１園を２園ということは、もう少し上から見る

というか、高いところから見ていただいて、将来それこそ財政的に耐えれるのかどうか。

職員が今、この報告書でなしに、あり方の中にもありましたように、採用の半分しか集

まらない、そういう実態を見てみるときに、人口がだんだんと減って、保育園の園児も

だんだんと減っていくという段階で、そこだけを力いっぱい金を突っ込んでというか、

金を使っても、なかなかそこだけでは難しいと思います。総合的にやっぱり働くところ

もちゃんと、きちっとこしらえる、子育ての手当てもちゃんとゼロ歳児も受け入れるい

うことをしていかないと。

今言いましたけど、ゼロ歳児の保育の部分は、場所がないとか人がないとかいうこと
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で、浜坂認定こども園の範囲なりを空白地帯にずっとしておりますけれども、そこの例

えば前の幼稚園のとこ、今の子育て支援センターなんか１部屋か２部屋か使わせてもら

って、あけてもらって、やめられた保育士さんなりに何年か、今の認定こども園が新し

くできるまでの間でも、その間でもちょっと数年間を手伝いをしてもらって、何とか今

の、６カ月ですので、６カ月過ぎたら１歳になりますので、そしたら、この６カ月の間

だけですので、親からすれば、保育をできるような環境をつくられてはどうでしょうか、

お尋ねいたします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 総合的に判断したら、子育ては最も大事にしなければならん部

分だと思うんです。だから、総合的にバランスよくっていう、そういう問題ではないと

私は思うんです。総合的に考えたら最も中心的な大事にするべき部分、これが子育て、

将来を担う子供たちをどう見ていくか、そういう観点が必要だと思うんです。そうすれ

ば、そこにお金を突っ込むのは当然だと。バランスよくという、そういう問題と私はま

た違うと思うんです。これだけ少子化で、消滅都市も本当にトップクラスという、そう

いう子供たちの人数が少ない、それをどう維持する、逆に言えばふやしていけるような、

そういう政策を打っていくべきではないか、そんなふうに思っておりますし、少ないか

ら減らせという論議ばかりではやはり次はないと思います。

高規格道路もできますし、私はこれから温泉をもっともっと活用する、町の魅力をも

っと生かしていけば、鳥取から新温泉に住もうか、そういう子育て環境をつくればもっ

ともっと、将来減る論議でなしに、ふやす論議ができると思っております。ぜひ、ふや

す論議を議員の皆さんにも、こうしたらもっとふえるでという論議をいただきたいなと

思っております。何か消極的な論議になってるような感じがして、非常に寂しい思いが

します。ぜひこうしたらもっとふえる、ふやせ、じゃあ保育園も置け、こういう論議に

なるような提案をいただいたら、私は、もっともっと住んでる方が、よし、新温泉に住

もう、もっともっとここに残ろうとかって気持ちになると……。

○議長（中井 勝君） 町長、質問に対する回答だけお願いします。

○町長（西村 銀三君） はい。そういうことで、ぜひ未来志向をお願いしたいと思いま

す。

○議長（中井 勝君） 回答がまだですけど、忘れましたか。

西村教育長。

○教育長（西村 松代君） ゼロ歳児保育のことがあったと思うんですけれども、おっし

ゃられたとおり、場所とか人の確保とか、いろんなことで越えなければならないハード

ルがあります。今現在どうしたら開設できるかというか、ゼロ歳児のこともやっぱり、

まちづくりの、町民の方と話す機会のときにも多くの意見をいただきましたし、とても

大切なことだと思っておりますので、どうしたらできるかという可能性について今探っ

ているというか、できる方向にどうしたらいけるだろうかというようなことはちょっと
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取り組んでいる、そんな状況にあります。

○議長（中井 勝君） 提案についての回答がないですけど。

西村教育長、どうぞ。

○教育長（西村 松代君） 子育て支援センター、本当にそこを活用できるような形とい

うのは考えるべきだと思っていますので、今すぐにということにはあれなんですけれど

も、できるだけ、やはりニーズが非常に多いですので考えていきたい、取り組み、可能

性、しっかりと探って取り組んでいきたいと思っています。

○議長（中井 勝君） ここで申し上げておきます。しっかりと質疑聞いといてもらわ

んと、答弁になってませんよ。しっかりしてください。

９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） 私も町長の言われた意見、否定はしたつもりはありませ

ん。町長が言われたとおりだと僕も思っております。ただ、今議長が言われましたよう

に、答えが欲しかったのは教育長が言われた答えです。そっちを質問したつもりなんで

す。町長の言われたことを僕は否定したつもりはありません、そのとおりだと思います。

よろしくお願いしたいと思います。

今のお話ですけれども、早急にと言われますけれども、では、来年の４月から募集か

けるような段取りでこれからのスケジュールを組まれたほうがいいと思いますけれども、

いかがでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村教育長。

○教育長（西村 松代君） ４月からということなんですけど、今の段階で、はっきりと

ここで４月から募集かけるようにいきますということはちょっと申し上げられないかな

と思ってます。ですけれども、絶対必要なことだと思ってますので、本当に努力をして

いきたいと思っています。

○議長（中井 勝君） 阪本議員、残り時間が少なくなっております。まとめてくださ

い。

９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） 今早急にできないネックは何でしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村教育長。

○教育長（西村 松代君） 今現在そこに充てる職員の配置ということには課題、まだは

っきり今の現時点で申し上げられないかなと思っております。それと、支援センターな

りどこかでするとなれば、そういうゼロ歳児を受け入れるための施設にしないといけま

せんし、そういったことも、いろんなことを考えていく中で、今の現時点で４月という

ことはちょっと申し上げられないかなと思っています。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） 早急に早急にと言いながら、やっぱり体が動いてないと

いう感じを受けました。やっぱり体が動いても気持ちがへっとるというのが早急だとい
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うふうに思います。やっぱり動かして、やめられた先生方にも聞いてみて、これだけの

人数が要るのでというふうなことを思い浮かべながら訪ねていただいて、それでもし人

が集まれば、あとは施設ですので、そこがいけなんだらこっちの施設を使うとかいうこ

とを考えながら取り組んでいただきたいと思います。

次の質問に移ります。熊谷小学校跡地の活用についてでありますけれども、熊谷小学

校が廃校になってから８年ほどたつと思いますけれども、今のまま活用せずにほってお

くのはもったいないと思います。現在の管理費がどれぐらい年間かかっているのか伺い

ます。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 平成３０年度の結果であります、実績です。まず、電気代が５

２２ １４１円です。それから、水道代が８２ ９２０円、電話代が３２ ３５０円、  

建物共済点担金７２ ７３８円、建備委託料５２ ８４０円、建化建保建点検１２２  

９５２円、合計で８９２ ９４１円となっております。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） 何も使ってないと思いますけども、使っておったら申し

わけありませんけども、約９０２円弱の年間経費が要るということでございます。せっ

かくある施設、置いといてもだんだんとさびるばかりであります。この辺を活用を検討

されたことがあるのでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） お答えします。まず、年間２５回利用しております。私も時々

敬老会、それからいろんな会合に顔を出しております。

旧熊谷小学校は平成２２年の４月、閉校となっております。以後、普通財産として総

務課が管理を行っております。閉校となった当初から、地元区長初め熊谷・伊角区の皆

さんとその活用方法を検討・調整し、可能な限り地域の皆さんが、学校があったときと

同様にグラウンドや体育館等を利用していただけるよう貸し付け契約を締結し、御利用

をいただいているというのが現状であります。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） 何か敬老会、年２５回というお話ですけど、もったいな

いというふうに思います。何か民間に貸し付けたり、部分的に売却して活用してもらう。

また、今ごろインターネットで仕事ができるそうですので、そういう方々を募集して、

そこに入ってもらって活用する、何かいろいろなアイデア、知恵があると思いますけれ

ども、そういうことでの活用はできないものでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 地域の意見を聞く中で、地区公民館として活用してはどうかと

いう御意見もあります。また、グループホームを誘致してはどうか、そのような御意見

もありまして、地域の方々でまた検討をしていただいておるという現状があります。
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○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） 地区公民館は熊谷の神田にあります公民館を使っており

ますので、今の小学校はそちら側には行かないと地元の方から聞いたことがあります。

地域で活用するということは確かにいいことだと思いますけれども、施設、年間約９０

２円維持費がかかるのに、使い方がもうちょっと密な使い方っていいますか、今のまま

では何か本当にもったいないという思いがします。何か民間の方、今の老人ホームです

か、老人ホームとかで使ってもらうということであれば、有効的なというか、全面的に

毎日使うものですので、そこにもまた人が入ってきて、労働者もふえるということであ

りますので、そういう使い方ができれば一番いいとは思いますけれども、今後さらなる

使い方を検討していただきたいと思います。

町長の思いを聞いて、質問を終わりたいと思います。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 阪本議員がおっしゃるとおり、非常に１０億円かけた小学校で

す。活用方法、もっともっと生かし方がないか、地域の方々とも相談しながら進めてい

きたいと考えております。

○議長（中井 勝君） これをもって阪本晴良君の質問を終わります。

○議長（中井 勝君） 暫時休憩します。

午前１０時２５分休憩

午前１０時４０分再開

○議長（中井 勝君） 休憩を閉じ、再開いたします。

次に、４番、重本静男君の質問を許可いたします。

４番、重本静男君。

○議員（４番 重本 静男君） ４番、重本静男でございます。議長の許可を得ましたの

で、質問をさせていただきます。

町議会議員になりまして丸２年が過ぎ、３年目に入りました。この２年間、自問自答

をする日々もしばしばであり、私のできることをこつこつやってきたと思っております。

初めてこの議場で質問したのが、ふるさと納税のこと、鳥獣害対策のことであります。

西村町長の手腕で実現できたことが私の今後の励みになります。今後は子育て支援に力

を注ぎたいと思います。

それでは、今回は浜坂認定こども園の整備について、２つ目にふるさと納税について、

３番目に鳥獣処理施設についてのお尋ねをさせていただきます。

まず、浜坂認定こども園の整備についてでありますが、岡田教育長が退任してから長

らく中断していた第二期浜坂認定こども園の整備検討委員会も、西村教育長の就任後の

７月９日に再開され、建てかえ候補地選定に係る検討結果報告書が町当局に提出されま
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した。最終候補地２カ所を浜坂認定こども園建てかえ候補地選定審査会で審査し、先ほ

ども阪本議員が言いましたけど、第１候補、現在地と園舎東側、第２候補地が現在地と

園舎北側に決定し、町長に報告があったということであります。私も１０月３０日の総

務教育常任委員会を傍聴させていただきました。昨日も委員長の報告のとおり、各委員

から厳しい意見が出ていました。危険物建物と判定され、一日も早く建てかえを望むも

のであります。

まず１つ目に、検討委員会の答申に、町長みずから自信の持てる候補地なのかお伺い

いたします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） お答えします。浸水域想定内ということで、決して１００％と

言えるわけではありませんが、いろんなまちづくりの観点、総合的に判断する中で最適

候補地だ、そのように考えております。検討委員会のアドバイザーの意見の中にも書い

てありました。非常に、何ていいますか、適地であるということも書いてありましたし、

ぜひこのまちづくりの総合的な観点からこの位置が最適だ、そのように思っております。

○議長（中井 勝君） ４番、重本静男君。

○議員（４番 重本 静男君） 事業を進めていく上で、やはり首長が自信を持って推進

していくというのが基本であろうかと思います。ということで、ここに決めたら突き進

むというような意気込みでお願いしたいと思います。

２つ目に、洪水浸水想定地域でありながら選定したという、それもあわせてお答え願

いたいと思います。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） この件については、教育長から答えていただきます。

○議長（中井 勝君） 西村教育長。

○教育長（西村 松代君） 今、議員のおっしゃったように、洪水浸水想定区域であると

いう課題はあるんですけれども、その中でとれる安全策ということで検討してきており

ます。地盤を２メーター、きのうもありましたけども、かさ上げするということ、それ

から新園舎を２階建てにして２階に避難場所を設ける、また、岸田川の堤防よりも高く

して、屋上に２が一のときにはヘリで避難ができるようなところにする、そういったこ

とで安全対策を講じて、子供たちへの安全もしっかりと担保できるような形ということ

で考えています。

○議長（中井 勝君） ４番、重本静男君。

○議員（４番 重本 静男君） 議員の中でも話をしてたわけなんですけど、２階建てに

する、２階を遊戯室にする。それで、もし２が一のときは屋上に上がる。それで、議員

の中でもちょっと話があったんですけど、別にヘリポートを上につけるっていうんじゃ

なくって、避難したらヘリが来て、つり上げて助けるというような方法でしょうか、お

伺いします。
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○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 教育長からお答えをいたします。

○議長（中井 勝君） 西村教育長。

○教育長（西村 松代君） 避難をして、今おっしゃったような形のことです。避難をし

て、もしというときになればヘリでも、そういうことも可能だということです。

○議長（中井 勝君） ４番、重本静男君。

○議員（４番 重本 静男君） そこらあたりをちょっと確認しておきたかったもので質

問しました。

３番目の、要はほかに候補地があったわけなんですけど、そこと比べてここが適地だ

と思うところをお伺いいたします。

○議長（中井 勝君） 西村教育長。

○教育長（西村 松代君） 今の現在の候補地というか、浜坂認定こども園は４１年間、

住民の皆様に大変親しまれた場所であるっていうこと、それから環境的にも静かです。

先ほど申し上げたように、海や山が、川などの自然環境にも恵まれてるということとか

図書館がすぐ近くにあるということ、以命亭もあります。そういったことで、やはり幼

児教育をする上で、先ほどもありましたけども、外に出ていくということについても幼

児教育に適した環境だというところで、ほかと考えた場合、そういった面で適してるの

ではないかということです。済みません。

○議長（中井 勝君） ４番、重本静男君。

○議員（４番 重本 静男君） 今まで各同僚議員が、危険地域だから別のほうにしたら

いかがかなという話が多くあったわけなんですけど、以前、私も現在地、環境がいいな

ということで、ぜひここを進めてくれということを言いましたので、これからずっとそ

の方向でいきたいなと思っております。

ただ、本当に最初から危険な区域、危険なといいますか、水がつかるというところに

あえて建てるというのは、同僚議員も指摘してましたけど、例えば先ほど言いましたか

さ上げをする、園舎の２階に遊戯室をつくる、屋上をつくるとか、当然そういったきっ

ちりした対策をとらなければ、我々もその場所がいいということは言えないわけなんで

すけど、そういったところで危険箇所をクリアするということで対策をとっていただけ

たら私はいいんじゃないかと思っております。

その検討委員会がなされた後、１０月の長野であるとか、千葉であるとか、かなり多

くの洪水が出たということで、検討委員会やメンバーの方から聞いても、洪水があった

で、その後、町民の皆さん納得してもらえるかなというようなことだったんですけど、

私ちょっと調べましたところ、長野市の例をちょっと申し上げさせていただきます。こ

れは２０１９年１０月１２日の１０時５６分に大雨洪水建報が出ておりまして、これは

気象台からの発表であります。そして、同じく１０月１２日の１５時３０分、これが大

雨特別建戒ということで、やっぱり気象台から発表になっております。それで、同日１
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０月１２日の２１時前後に河川が氾濫をしたというようなところであります。ですから、

大雨特別建報が出てから氾濫するまで、これが５時間半、それで、要は大雨洪水建報が

出てから氾濫まで１０時間ということであります。

同じく福島県の郡山市の洪水の経過を、ちょっと申しおくれましたけど、これも台風

１９号のときであります。これも同じように報告しますと、１０月１２日１４時０９分

に大雨洪水建報が発表になりました。同日１９時３０分、大雨特別建報に切りかわり、

これも気象台からの報告であります。そして、日がかわりまして、１０月１３日、１時

前後となっておりますけど、ここで河川の氾濫がありました。これも大雨特別建報から

河川の氾濫までやっぱり５時間半かかっている。それで、先ほどと同じように大雨洪水

建報から氾濫まで、これが約１１時間というようなことで、皆さん、本当に逃げるのに、

水がつかったら逃げれへんじゃないかということで思われるかもわかりませんけど、こ

れが即岸田川、この新温泉町に当てはまるかどうかわかりませんけど、先ほど副町長も

ちらっと言ったように、やっぱり浸水するまでには時間がかかるということで、その間

に避難ができると僕は思います。

ここらあたりのちょっと資料を見て報告させてもらったんですけど、このあたり、町

長、どのようにお考えかお伺いいたします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 今、台風１９号の実例を言っていただきました。確かに約１０

時間、建報が出てから時間があるということで、十分逃げるということは可能だと考え

ておりますし、そういった観点も踏まえた上で、今の御提案している場所、検討委員会

で結論出していただいた場所が最適だと考えた、そのように思っております。具体的な

事実を提示していただいたので、より一層心配というのが少しは解消されたのではない

かと思っております。

○議長（中井 勝君） ４番、重本静男君。

○議員（４番 重本 静男君） 何か今の報告は、私が町長を助けたような感じなんです

けど、本来は、町長、ここらあたりを調べて、大丈夫だということをやっぱりみんなに

言わな納得してもらえんと思いますので、今後そういった、本当に大丈夫だということ

を前面に出して事業を進めていただけたらと思っております。

次に、浜坂子育て支援センターのことをお伺いいたします。今現在、この役場庁舎の

向かいにあるところでやっとるわけなんですけど、浜坂子育て支援センターの役割って

どうでしょう。

これは、教育長、答弁お願いいたします。

○議長（中井 勝君） 西村教育長。

○教育長（西村 松代君） 子育て支援センターは、認定こども園に在籍していない乳幼

児を対象として、保護者と子供が安心して集って交流ができるような場所として、時間

と場所を提供しています。子供たちがそこで触れ合ったりとか、社会的なマナーや生活
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習慣とか、そういったことになれるような支援をしたり、また、子育てしておられるお

母さん方の育児の相談だとか、不安を除くとか、そこで来られたお母さん方との交流の

中から、そういった不安を取り除くだとか、そういったことの交流の場であると思って

います。

現在ですけども、登録されているのが３３人なんですけれども、月当たりにしたら延

べ２００人ぐらいの方が利用されています。その中でいろんな取り組みがなされており

まして、リトミックやとかいろんな遊びを中心にいろんなことをされてますし、時には

図書館に行って読み聞かせをしたりとか、そういった活動というか、そういう支援セン

ターの役割をしております。

○議長（中井 勝君） ４番、重本静男君。

○議員（４番 重本 静男君） 私が思うには、計画では浜坂認定こども園と併設をして

この子育て支援センターをつくられるようなことでありますけど、私は浜坂子育て支援

センターは別々でもいいんじゃないかと思っております。今の現在地でいいんじゃない

かと思っております。この支援センターっていうのは、今、先ほど教育長が申されまし

たように、認定こども園に所属してない方が来られる施設ということで、いつ来られて

も受け入れできる、いつ帰られてもいいという施設だろうと思っておるんですけど、そ

ういったことで、一応集まってきた子供さんはもちろん、子育てをしているお母さん方

の話し合いの場ということで随分重宝がられていると思うんですけど、私は別に統合し

なくてもいいと思います。今、温泉では、ゆめっこ認定こども園が併設をしとるわけな

んですけど、そこらあたり、やっぱり併設しなければならないということはいかがお考

えでしょうか、お願いします。

○議長（中井 勝君） 西村教育長。

○教育長（西村 松代君） 併設しなければならないということはないんですけれども、

ゆめっこのほうで併設してることによって、職員同士の情報交換だとか、そういうこと

が連携がとりやすいということがメリットとしてあると思います。浜坂認定こども園に

移すことで、そういった交流の機会だとか、また、親御さんが来られたときに、こども

園に上げることへの、不安ではないでしょうけど、こんな形で教育、保育がなされてる

のかということが見る機会にもつながるのではないかと、そういったことで併設するの

がいいのではないかと考えております。

○議長（中井 勝君） ４番、重本静男君。

○議員（４番 重本 静男君） 先ほど職員同士の助け合いとか交流もあるでしょうけど、

子育て支援センターの先生になる方、これはやっぱり、例えば保育の免許を持っていな

いといけないとかいうことじゃなくって、免許を持たなくっても職員として勤めれると

いうように思うわけなんですけど、そこらあたりはいかがでしょうか、御答弁お願いし

ます。

○議長（中井 勝君） 西村教育長。
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○教育長（西村 松代君） 免許を持ってる方でなくってはならないんです。そういった

ことで、やっぱり専門的な観点から子育てをしていくというか、そこでもいろんなこと

を子供たちに伝えていただいてると思っています。

○議長（中井 勝君） ４番、重本静男君。

○議員（４番 重本 静男君） 教育長がそういって言われたらあれでしょうけど、僕は

ちょっと調べたら、一応免許はなくってもそこに勤めれるというようなことを書いてい

たと思うんですけど、そこらあたりはどうでしょう。また後で調べていただけたらと思

いますけど、要は、やっぱり来られたお母さん方に助言をする、子育てのアドバイスを

するという意味では当然免許を持った方がつかないかんでしょうけど、書物を見ました

ら免許のない方でもできるということがありましたので、そこらあたり、答弁お願いし

ます。

○議長（中井 勝君） 長谷阪こども教育課長。

○こども教育課長（長谷阪 治君） 子育て支援センターの職員といいますか指導員、そ

れについては、やはり県なりの補助を受けてやってる事業ということもあります。当然

その中には保育士の資格を持っている者ということもあります。やはりそういう知識と

経験を持った者が、小さなお子さんをお持ちのお母さんたちの相談に乗ったり、行事を

行ったりできるということで、そういうことが資格の要件となっております。

○議長（中井 勝君） ４番、重本静男君。

○議員（４番 重本 静男君） じゃあ、私の見解の違いというようなことでおさめてお

きたいと思います。

次に、これはちょっと追加させてもらったわけなんですけど、浜坂認定こども園整備

に係る保護者アンケートの結果、きのうも同僚議員が質問されていたようなんですけど、

私もここをちょっとお聞きしたいと思います。特に保護者の６０％の方が現在地とその

周辺でいいということを回答しとるわけですし、また、２９３名の方からの、現在地で

の早期整備を求める要望書も出とるということをお聞きしております。さらに、地域住

民の方から議長宛てに提出された９００名を超える要望書が出ているようでありますけ

ど、このようなことを町長はどのように受けとめておられるかお伺いいたします。

○議長（中井 勝君） 通告外ですけども、１回だけ。

西村町長。

○町長（西村 銀三君） 地域の方々の大半といいますか、５割以上がここの現在の検討

委員会の決定地を望んでいるということで、そういうぐあいに考えております。地域の、

何ていいますか、声はそこになっているという判断をいたしております。

○議長（中井 勝君） ４番、重本静男君。

○議員（４番 重本 静男君） 私は温泉地域で、実際、浜坂認定こども園の状況をよく

知っているわけじゃないんですけど、やっぱり、とにかく子育て、特にゼロ歳児保育が

できる環境を早く整えていただきたい、そのためには早く浜坂認定こども園の建設が必
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要であると思っております。

これはちょっと余談になりますが、９月２５日に浜坂認定こども園の５歳児の園児３

５名が、実は私の果樹園で梨狩りを体験してもらいました。教育長も御存じのはずです

けど、浜坂の子供たちが、梨狩りしたことあるかって聞いたときに、いや、ないという

ようなことで、随分喜んでいたのが思い出されます。楽しそうに梨狩りをする園児を見

て、園舎の建てかえを早くしたほうがいいなという思いであります。

それと、帰り際に、先生からこんなことを聞きました。教室の壁がめくれたり、大雨

の日には雨漏りがするんだというようなことを聞かされて、何とかしてくださいよとい

うことを聞いたわけなんですけど、早期の建てかえを希望するものでありまして、そこ

らあたり、町長、決意をお伺いしたいと思います。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） できるだけ早く建てかえをやっていきたいと思っておりますし、

議員の皆さんのぜひ御理解をそこにはいただきたいと思っております。

○議長（中井 勝君） 町長、雨漏りの件でも、雨漏りしてるっていったら修理すると

か、対応するとか。

西村町長。

○町長（西村 銀三君） 雨漏りについては、早急に現場を見て、対応を考えます。

○議長（中井 勝君） ４番、重本静男君。

○議員（４番 重本 静男君） 早急に対処していただけたらと思っております。

続きまして、ふるさと納税についてお伺いしたいと思います。ふるさと納税について

幾つか質問させていただきたいと思います。

冒頭に申し上げましたように、私、議員になりまして初めての一般質問が、本町のふ

るさと納税の取り組みは消極的である、町の活性化のために積極的に取り組むべきと申

し上げたと記憶しております。すると、今年度といいますか、平成３０年度ですね、目

標を ０００２円にするというようなことであります。これは低い目標と思いつつ、前

年度の平成２９年度が１９２２ ０００円ですから、約５年の金額を設定したものだと

思っております。ところが、結果、 ３００２円の御寄思をいただき、思きと、本気を

出せばこんなもんだと思いました。そして、３１年度、次の目標が１億円、これはさす

がに目標が高いなというふうにまたこれも思いつつ、今現在の実績からすれば１億円を

軽く超すような勢いだそうです。

平成２０年度に総務省が取り組み始めてから１２年たってますね。本町は１０年おく

れで本格スタートしたというところであります。今年度も目標のままのようですけど、

最近、議会での町長の答弁で、ふるさと納税を財源に充てるというような声をよく聞き

ます。特に私が子育て支援の提案などをしたときには、ふるさと納税を充てますという

ようなことをよく聞いたものです。この財源をもとに、どのように子育て支援をするの

か、具体的に町長のお考えをお伺いしたいと思います。
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○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） ふるさと納税が飛躍的に伸びております。背景には、実は、非

常に我が町の特色ある、例えば松葉ガニ、但馬牛など、本当に豊富な、何ていいますか、

地域の産品がある。そういう背景があって飛躍的に伸びていると考えております。１１

月末現在、去年の件数にして約４年、約 ３００件あります。また、金額では２年とい

うことで、去年が約 ６００２円ぐらいだったと思うんですけど、ことしは ０００２ 

円突破ということで、数量で４年、金額で２年、こういう実績が出ております。地域の

産品をふるさと納税に使うことで、商品を提供していただいておる方々、事業所も非常

に、売り上げアップなど活性化につながっているということで、大きな成果が出ている

と考えております。また、ふるさと納税の約半分が町の新たな財源として使えるという

ことで、非常にいい流れができていると考えております。

当町、非常に子供の出生数、出生率も低いという、そういう流れの中、やはり次代を

担う子供たちの環境をきっちり整備するという必要があると思います。ふるさと納税の

約２割から３割近くが子供たちのために使ってほしい、こういう現状もあります。自由

に使ってほしいというのが約４割あるんですけど、次に多いのがやはり子供たちのため

に使ってほしい、こういうふるさと納税の現状はありますし、そういった要望に応える

ためにもやはりこのふるさと納税を有効に、子育て環境の充実に使っていきたい、その

ように考えております。

○議長（中井 勝君） ４番、重本静男君。

○議員（４番 重本 静男君） 大きくそのようにあれなんですけど、実際、個々に具体

的なことは申し上げれませんかね。そこらあたり、具体的にお答え願いたいと思います。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 町民懇談会でいろいろな御意見をいただいております。例えば

浜坂高校における通学の定期などをぜひ補助を出してほしい、通学補助、無料にしてほ

しい、こういう御意見もいただいております。現在、鳥取のほうの高校が当町まで迎え

に来て、当町の生徒が鳥取に通っているという現状もありますし、浜坂高校はもっとも

っと元気になる、行きたくなる学校、そういう位置づけをつくっていくためにも、ぜひ、

高校も含めて、そういうふるさと納税でいただいた有効なお金を使わせていただきたい

と考えております。

また、これは来年度の予算になるんですけど、高校生までの医療費の無償化など、こ

ういった面も今検討いたしております。

○議長（中井 勝君） ４番、重本静男君。

○議員（４番 重本 静男君） 今、町長から先に浜坂高校生の通学費のことが出ました。

２つ目にそれを上げていたわけなんですけど、やっぱり、昨年度ですか、浜坂高校、定

員割れをしたということであります。その定員割れの、どういったらいいですか、はや

っぱり、先ほど言ったように、鳥取の私立高校のスクールバスが迎えに来るというよう
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なことがあるからだということで思っておりますが、今年度はまた定員を少しオーバー

しておるようであります。流れがあるのか、通常２クラスで定員割れっていったら、本

当に浜坂高校は危機的な状況になるところなんですけど、何とか定員をキープすれば大

丈夫かなという思いでおります。そういったことで、以前、私の子供のときには、例え

ば春来の生徒はバスで浜高まで通学するのに定期を買って３２円ぐらいかかったそうで

す。今は町民バスを使うからそれほど多くはかからないと思うんですけど、でも、やっ

ぱりそういったことで、通学費の助成ないし無料化をしてあげたら本当に浜坂高校に残

る生徒がふえるんじゃないかという思いでおりますので、御検討をお願いしたいと思い

ます。

それとあわせて、先ほど町長の、以前私が申しました医療費の範囲を広げてほしい、

拡充をしてほしいということで、高校卒業するまで医療費の無償化ということを申し上

げていたところ、検討していただいとるようですので、ぜひ実現するようにお願いした

いと思います。

これも、前回ですか、同僚議員から出ておりました給食費につきましても、保育料の

無償化ということで上がって、給食費だけが残っとるということであったんですけど、

これも、給食費の無償化もひとつ御検討願いたいと思います。

あと、出産祝い金であるとか、入学祝い金であるとか、いろいろ出ておりましたが、

先ほども申しましたように、子供に投資して何が悪いんだというような、町長もよく言

われるんですけど、そこらあたり、ふるさと納税の財源を使って、そういった子育てに

力を入れていただけたらと思います。

先ほども言いましたように、町長、おんせん天国ということでも、がんがんやってお

るようです。それに、子育て環境のよい新温泉町をＰＲするためにどんどん、どういっ

たらいいですか、環境をよくするためにお金を使って、都会に出ている息子さんである

とか娘さんに帰ってきてもらう、これは結婚している息子さん、娘さんのことなんです

けど、やっぱり帰ってきていただいて新温泉町で子育てをする、そして人口をふやすと

いうような施策にしてもらいたいなという思いでおります。子育て支援を惜しみなくや

っていただきたいと思います。

町長、いかがでしょうか。御答弁お願いします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 明石市が子育て環境がすばらしいということで、人口がどんど

んふえているということを聞いております。子育て環境はいい町だといううわさが広ま

れば、やはり当町の子供たちがふえる、人口がふえる、いろんな活性化につながると考

えております。そのためにも、ぜひこういった貴重なふるさと納税を活用することで、

より一層子育て環境の充実を図って、うわさがうわさを呼んで町の人口がふえるような、

そういう方向をこの納税制度を使ってやっていきたい、そんなふうに思っております。

○議長（中井 勝君） 個々、具体的に提案がありましたけど、その回答はいいですか。
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○町長（西村 銀三君） 給食費のあり方については、現在検討いたしております。特に

認定こども園の給食費については、できるだけ半額なり無償化なり、そういう方向を出

しております。ただ、小・中学校については、今のところまだ財源が足りないというこ

とで、今後の検討課題ということになっております。

○議長（中井 勝君） いいですか。

４番、重本静男君。

○議員（４番 重本 静男君） よろしくと言ったらいけませんね、検討をお願いしたい

と思います。

次に、鳥獣処理施設についてということで、鳥獣ということは使いたくないんですけ

ど、処理施設についてお伺いしたいと思います。

有害鳥獣の処理施設が１０月１日に完成しまして、念願の処理施設が稼働し、安堵し

ているところであります。当初はバクテリアでの減容化施設からペットフードへの転換、

また、設置場所も多子の十字谷から塩山へと変更するなど、本当に一時は一体いつにな

るんだという思いで心配していたわけなんですけど、１０月に完成しまして安心したと

いうか、よかったというのが本音であります。

さきの総務産建常任委員会で施設の処理状況の説明があり、おおむね理解しているつ

もりなんですけど、今後の取り組みを何点かお伺いしたいと思います。

塩山、飯野、中辻、３地区でのメンバーで構成されている監視委員会で、当初予定し

ていなかった狩猟期間中の個体の受け入れと、土曜日の解体業務の実施が承認されると

ありました。狩猟期になると、猟銃で捕獲するとか、ライフルで捕獲するとかという状

況で捕獲されると思うんですけど、こういった散弾銃で捕獲したイノシシ、鹿の受け入

れ体制はできているのかお伺いしたいと思います。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） まず、現状についてお答えをいたします。搬入可能日、それか

ら搬入時間などについては、捕獲した個体を処理施設へ搬入できる日、それから搬入で

きる時間についてであります。現在のところ、役場の開庁時、それから開庁時間に合わ

せております。このことは、処理施設が我が町で初めて設置した施設であり、供用開始

後において予期せぬ事態が発生した場合、職員が迅速に対応できるようにするためであ

ります。また、施設の利便性、利用率の向上のため、受け入れ日、それから受け入れ時

間の拡大は必要と考えております。１１月５日にも監視委員会を開いていただき、狩猟

期間中の個体の受け入れも御承認をいただいたところであります。有害捕獲期間、狩猟

後も引き続き受け入れを行っております。

以上のような現状であります。

○議長（中井 勝君） 質問に答えてませんけど、銃を使った搬入はという。

○町長（西村 銀三君） 詳しい内容について、担当課長がお答えいたします。

○議長（中井 勝君） 松岡農林水産課長。
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○農林水産課長（松岡 清和君） 基本的に受け入れは可能と考えておりますけども、ペ

ットフード会社とも協議をしながら進めていく必要があるということも考えておるとこ

ろでございます。以上です。

○議長（中井 勝君） ４番、重本静男君。

○議員（４番 重本 静男君） 検討していただけたらと思うわけなんですけど、狩猟期

といいますと、やっぱり有害のときに比べると、捕獲しても補助金が少ないというよう

な意味合いで、どういったらいいですか、わなでとるよりは猟銃を使ってという時期で

ありますので、鋭意、そういった個体も受け入れる方向で検討していただけたらと思っ

ております。

それと、先ほど土曜日には解体業務をするということなんですけど、土曜日に捕獲し

た個体はいつ受け入れるのか、または、２日間放置するから受け入れできないというこ

とで埋没せないかんのか、そこらあたりのことをお伺いしたいと思います。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 担当課長がお答えいたします。

○議長（中井 勝君） 松岡農林水産課長。

○農林水産課長（松岡 清和君） 受け入れの関係で、これまで金曜日に冷蔵庫とか満杯

になるということもありましたので、監視委員会の中で御協議をいただいて、解体につ

いては月曜日の受け入れに支障がないようにということで、土曜日も解体をしたいんだ

という解体従事者の意向がありましたので、御説明をさせていただいて、御承認をいた

だいたという状況でございます。土曜日に捕獲したイノシシ等は当然、土曜日には受け

入れはしておりませんので、月曜日以降になると考えております。以上です。

○議長（中井 勝君） ４番、重本静男君。

○議員（４番 重本 静男君） ということは、やっぱり日にちがたつ、じゃあ、月曜日

に受け入れしても可能なものですか。それとも、やっぱり期間が過ぎているから搬入で

きないということか、そこらあたりの見解をお答え願いたいと思います。

○議長（中井 勝君） 松岡農林水産課長。

○農林水産課長（松岡 清和君） 気温等の関係もあるかもわかりませんし、そういった

ことで、状況を確認しながら対応していく必要があると考えております。以上です。

○議長（中井 勝君） ４番、重本静男君。

○議員（４番 重本 静男君） 次に、この間、委員会で報告受けたときに、頭数はかな

りふえているわけなんですけど、持ち込みの、浜坂地区の方の持ち込みが少ないという

ことをお聞きしました。そこで、私は何とか浜坂地区の方にも持ち込んでいただきたい

という思いで、これはあれですか、赤崎に町所有の冷蔵庫があると思うんですけど、糸

城に。例えば冷蔵庫を使って、そこまで持っていくとかいう考えはありませんか。どう

でしょう、お伺いいたします。

○議長（中井 勝君） 場所は違いますよね。
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○議員（４番 重本 静男君） 違うんかいな。

○議長（中井 勝君） 赤崎とあそこは違いますよ、指杭だと思いますけど。

答弁、こっちか、西村町長。

○町長（西村 銀三君） 現状の処理施設の運営状況を見ながら、今後検討していきたい

と思います。

○議長（中井 勝君） ４番、重本静男君。

○議員（４番 重本 静男君） ということは、まだ、今すぐ浜坂地区の方の持ち込み場

所はやらないということでよろしいでしょうか、お伺いします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 今のところ考えておりませんけど、地域の実態を確認しながら

今後検討いたします。

○議長（中井 勝君） ４番、重本静男君。

○議員（４番 重本 静男君） やっぱり私の提案で、浜坂に１基ぐらい冷蔵庫を設置し

て、そこまで、どういったらいいですか、捕獲班の方に持ってきていただいて、その後、

その冷蔵庫から、翌日でも役場の職員ないし猟友会のメンバーの方が塩山まで運ぶとい

うようなルートも検討していただけたらと思います。

そしたら、その後、総務産建常任委員会で今、同僚議員の提案があったわけなんです

けど、将来的に本町でペットフードの生産、販売、これができる会社を設立してはどう

かということが出ていたわけなんですけど、そこらあたり、町長のお考えをお聞かせく

ださい。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 多可町では障がい者雇用ということで、非常にたくさんの方が

そこで働いているということを聞いておりますし、障がい者のみならず、働く場が少し

でもふえればいいなという思いもありますので、今後の検討課題としたいと思います。

○議長（中井 勝君） ４番、重本静男君。

○議員（４番 重本 静男君） よろしくお願い申し上げます。

それと、ここでちょっとお時間いただきまして、ペットフードの会社、私も１１月２

１日に特定非営利活動法人ｃａｍｂｉｏに視察に行ってまいりました。これは、私の所

属する特産振興会の研修会で行ったわけなんですけど、最初は多可町ということだった

んですけど、そこに行くんだったらぜひここにも行きてほしいということで言ったとこ

ろ、通りまして、行ってまいりました。先ほど提案しましたように、我が町でもこうい

った、これはサンプルでありますけど、鹿の要はペットフードです。こういった感じで、

これを、先ほど言った障がい者の方たちがこういった袋詰めをして売っとるということ

であります。

ここで、こういった袋詰めをして販売をしているわけなんですけど、どんどん生産で

きればいいんですけど、今のところはそれほど多くないということで、道の駅であると

－３４－



かインターネットで販売しているというところぐらいで、大型店、要はスーパーとかで

は売ってないということであります。これが、例えば小さい分で８８０円で売ってまし

たし、ちょっと大きなんが ６５０円、大きなんが ９８０円ということであります。 

私たちペットフードといったら、猫や犬が食べるのだから、少々日がたってもいんじゃ

ないかという思いでおったわけなんですけど、都会の方のやっぱり感覚っていうのはす

ごいもので、もう人間と変わらないような取り扱いをしているということであります。

前回も出ておりましたが、今、豚コレラが地区で出ていたということで、今、ｃａｍ

ｂｉｏさんも豚コレラについてちょっと神経質になっておりまして、イノシシの肉を受

け入れをちょっと渋るような状況はあろうかと思います。そこらあたりはまた町当局、

ｃａｍｂｉｏさんと検討していただきまして、できるだけ滞らないように販売を検討し

てもらうように働きかけていただけたらと思います。

時間が参りました。以上で質問を終わります。ありがとうございました。

○議長（中井 勝君） これをもって重本静男君の質問を終わります。

○議長（中井 勝君） 暫時休憩します。

午前１１時３４分休憩

午前１１時４５分再開

○議長（中井 勝君） それでは、休憩を閉じ、再開いたします。

次に、１３番、中井次郎君の質問を許可します。

１３番、中井次郎君。

○議員（13番 中井 次郎君） それでは、３点にわたって質問をさせていただきます。

第１点目は、浜坂認定こども園改築問題であります。第二期新温泉町立浜坂認定こど

も園整備検討委員会の候補地は、現在地プラス周辺での建てかえであります。第一期検

討委員会は平成２８年５月から始まって平成２９年６月、第二期検討委員会は平成３０

年６月から令和元年９月まで、長きにわたり検討された委員の皆さんに敬意を表したい

と思います。特に副委員長をされたＮさんは、この２つの検討委員会について副委員長

をやっておられました。そういうことであります。

特にこの間、国のデータによる津波ありから、兵庫県のハザードマップにより津波の

心配はなしに大きく転換したことが背景にあるからであります。その背景のもとでも、

幼児の施設ということで、どう安心・安全を確保するかについて真剣に議論されました。

両検討委員会の会議録を読ませていただきましたが、そのことを本当に強く感じるとこ

であります。

第二期のアドバイザーである遠藤由美子、鳥取環境大学副学長も最後の会議で、こう

いった検討委員会で最も大切なことは合意形成だと思うと、まさに建設的な意見の積み

上げであったと、非常によくできた報告書だと、自信を持って進めていただきたい、こ
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のような感想を述べております。町長はどのような評価をされてるんでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 検討委員会の報告、これは非常に重みがあると考えております。

そういった意味で、検討委員会に諮問していただいたこういう結論はきっちりと受けと

めて、今後の対応に生かしていきたいと思っております。

○議長（中井 勝君） １３番、中井次郎君。

○議員（13番 中井 次郎君） 番号を忘れてました。ちょっと建物の現状について、先

ほどちらっと出ましたけども、私、１１月２６日に現場を見てまいりました。職員の方

からも、いろいろと実情を見て、教えていただきました。現在の建物は昭和５３年に新

築され、建築されてから４０年以上経過しており、改築が急がれるわけでありますが、

今いろいろと見た中では、雨漏り、サッシなどをあけても閉めることができない、壁が

落ちる、４歳児の部屋の床はささくれ立っており、ガムテープで補修しています。雨漏

りについては、おけっていいますか、そういうもんがそこの下にはまだ置いておりまし

た。職員からは一日も早く改築をとの声が聞かれたわけであります。これについては、

現場の状況を当局はどのように認識をされてますか、それをお尋ねいたします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 教育長からお答えをしていただきます。

○議長（中井 勝君） 西村教育長。

○教育長（西村 松代君） こども園に行くたびに、今、議員からおっしゃっていただい

たように、施設面でも本当に苦労をかけてるなと。狭い園舎の中でいろんな工夫をしな

がら、教育、保育に当たっていただいてるということを本当に心苦しくというか、申し

わけない、早く建設が急がれるなということを思っています。いろんなところで修繕が

要る箇所を連絡をもらって、その都度修繕をしていってるんですけれども、子供がささ

くれ立った床のところでけがをしたというようなこともこの間、実際にありましたし、

その都度トイレの修繕やとか、いろんなことはしていってるんですけども、そこをきち

んとまだしていかないけない園舎だなということは理解をしております。

○町長（西村 銀三君） １３番、中井次郎君。

○議員（13番 中井 次郎君） １３番。修繕したりとか、この前ささくれ立ったところ

はガムテープが張ってあったんです、これ。大変な状況だと思うわけです。

それと、やっぱり行きて一番感じるのは、部屋を見て、そこに入ってる子供たちがも

う本当に、はっきり言ったら、棚だとか倉庫も余りないんで、芋の子を洗うといったら

極端な話になりますけども、これは狭いなという感じがするんです。倉庫が遊戯室にあ

るわけですけど、そこも極めてずっと山のごとく積んであるんですね。本当にこういう

実情を見て、これより、早く、広い、そして倉庫も十分ある、各部屋に棚もきちっとあ

って、それからもう一つは、職員室がもと倉庫ですよ、あれ。それで、実際にそこに座

るスペースがないんですね。それこそ職員はそういったところで、だから、園児ととも
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にそっちだけでするという形になってます。

こういう実情をどう思われますか。余りにもちょっとひど過ぎるんじゃないですか、

今。

○議長（中井 勝君） 西村教育長。

○教育長（西村 松代君） 園に行って職員室をのぞいたときに、ここで教材研究という

か、本当にほっとする場所がないなということはもう一番に感じました。この狭い部屋

の中で、教育、保育するための教材研究するスペースというか、ほっとできる場所はな

いなということはすごく感じております。そして、廊下にいろんなものが出てたりとか、

もう本当に狭い中でできる工夫を全てしていただいてるのだなということはすごく感じ

てますし、教育委員の皆さんの訪問の中でもやはりそのことは話題になりまして、先生

方の苦労を何とでも早く解消せなあかんことではないかということも、教育委員の方か

らも御意見いただいております。

○議長（中井 勝君） １３番、中井次郎君。

○議員（13番 中井 次郎君） そういう中で、もう職員の中からは早いのが一番だと、

そういう声が出てるぐらいですね。現在地で建てかえをしたいと、してくれということ

は切実に言われました。

こういう中で、次にお尋ねしますが、現在地で改築した場合やら移転改築、こういっ

たときに土地の取得にかかる時間はどうなのか。現在地で、横が農地であります。あれ

は第一農会ですか、第二農会かよくわからんのですけども、ここの土地に関しては購入

はすぐできるのでしょうか。

それから、総務教育常任委員会で議員の方から提案があった、味原川放水路横の道路

を渡ったとこ、いわゆるハスが毎年きれいな花が咲くんですけども、あの付近の農地の

買収、こういったことにかかる時間はどの程度のものなのか、それをまずお尋ねいたし

ます。

○議長（中井 勝君） 西村教育長。

○教育長（西村 松代君） 土地の取得にかかる時間なんですけれども、現在地というこ

とであれば、買い足しというか、農地転用の場合、申請から少なくとも許可までは３カ

月ぐらいかかるのではないか、そういう見込みをしております。

もう１カ所の件については……。

○議長（中井 勝君） わからなければ、わからないと言ってくれたら結構ですよ。

○教育長（西村 松代君） 済みません、わかりません。申しわけありません。

○議長（中井 勝君） １３番、中井次郎君。

○議員（13番 中井 次郎君） どなたかの答弁に副町長が答えた、不確かでありますけ

ども、いわゆる測量事務所のあるとこであります、浜坂になります。わかりますか。わ

からなんだらいいです、もう。これ以上聞いたってわからない。

総務教育常任委員会の中で議員から提案があったと、私は傍聴席におりましたので聞
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いとったんですけど、これだけ言えば場所も特定できるだろうなと。買収にかかわる問

題ですから余り言いたくないんですけど、わからなければ結構です。

そうすると、あれですね、買い足し、いわゆる、ですから３カ月ぐらいで購入が可能

だということですか、現在地のあれでいえば、どちらも。

○議長（中井 勝君） 長谷阪こども教育課長。

○こども教育課長（長谷阪 治君） 用地につきましては、地権者につきましては両方と

も３名ずつおられます。地権者につきましては、もしそういうふうになったらというお

話をさせていただいたときには前向きなお話をしていただいておりますので、もしここ

ということになれば譲っていただけると思います。

あとは、いろんな用地の手続ということで、先ほど教育長も言いましたけども、農地

転用とかの手続で申請から許可まで３カ月かかるとか、そういうことがございますので、

そこら辺のところをしっかりとかかる期間を計算しながら、計画的に事業を進めていき

たいと思っております。以上です。

○議長（中井 勝君） １３番、中井次郎君。

○議員（13番 中井 次郎君） なかなか明確に、その３カ月というのは何なんですか。

今、教育長が言われた３カ月ぐらいというのは、ただ単なる用地交渉ですか。

私は、あそこら辺の地権者の方ともお話ししたことがあるんですけども、要は昔から

あそこは、周りの土地については、園がいわゆるもっと大きく広くなるとか、そういっ

た場合には即対応すると、これをしなきゃならないということで先祖から聞いてますと

いう話が出てるんです。そこら辺のとこは、何も予定地だということでありますけども、

こういった議会に出るときには買収についてもどの程度でできるんか、金額は結構です

んで、時間的なものぐらいはやっぱりきちっとお答えをいただきたいと思うんですけど、

わかりませんか。

○議長（中井 勝君） 長谷阪こども教育課長。

○こども教育課長（長谷阪 治君） 先ほど言った３カ月というのは、農振の申請をして、

農振地域からの解除になる期間ということでございます。先ほども言いましたように用

地につきましては、地権者の方には、もしその場所になったらということで、そのとき

には譲っていただけるというふうな、そういうお話をいただいておりますので、どちら

にしましても、今回不動産鑑定の補正予算をオーケーしていただけましたら、プロポー

ザルを行いながら住民説明会を行うとか、そういうことをやりながら用地買収をしてい

きたいと思っております。以上です。

○議長（中井 勝君） １３番、中井次郎君。

○議員（13番 中井 次郎君） それでは、次の質問に移らせていただきます。

第一、第二期浜坂認定こども園整備検討委員会の会議録を両方とも読ませていただき

ました。第一期の会議録では、国の防災計画の中で最大津波の高さが⒊４メートル、浜

坂認定こども園の海抜は⒊１メートルであり、平成３０年を目途に移転新築をしたいと
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のことでした。

これは、目途に移転新築をしたいというのは、前町長が委員会の中で言ってることで

あります。その後、すこやか広場が候補地となりましたが、すこやか広場の地元や利用

者、体育協会から反対の声が出ました。それに加えて、平成３０年度自治連合会からも、

要望書の中で、移転先候補地の再検討を求めるとの要望書が提出されたわけであります。

その結果、候補地選定が暗礁に乗り上げたわけであります。

その後、平成３０年３月に兵庫県の津波データが発表され、現在地で津波の問題がな

い、こういうことになりました。

第二期検討委員会は、現在地プラス周辺で改築を町長に提案されたわけでありますが、

当然、会議の中では、津波データをつくられた県の職員に説明をしていただいています。

これが大まかな経過だと思いますが、どうでしょうか、町長、お答えください。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 議員のおっしゃるとおりだと認識をいたしております。

○議長（中井 勝君） １３番、中井次郎君。

○議員（13番 中井 次郎君） 次に、園と幼児の安全性について質問をさせていただき

ます。

私は、この問題を考えるときには、２つの観点から考えるべきだと考えてます。自然

災害と、あってはならないことでありますが、不審者が侵入した場合はどうなのか。こ

れについては、不審者の問題では、１１月２５日、浜坂認定こども園では防犯訓練をや

られています。そういうことも年間の中にあるわけであります。そういう中で、自然災

害が起こったとき、起こる前の建報が出たときにはどうするのか。こども園は、午前６

時３０分までに建報が出た場合は休園とすると、登園後は保護者が迎えに来るという要

綱を決めています。そして、どうしても親たちとか家族がもう来れない場合は、園と相

談の上で適切な安全対策をとると、こういうことになっております。

現在地では郵便局や民間スーパー、図書館などがあり、多くの町民の目が行き届く場

所であります。災害時とかあってはならないことですが、不審者が侵入した場合などに

も十分対応できるのではと思います。防犯訓練のときに、私は近所にもお聞きしたんで

すけども、そのときにパトカーが前にとまっていたと、園の。そういったら、御近所の

人たちが、何かあったのかということで駆けつけたというわけで、そのぐらい、いわゆ

る地域の目がしっかりと届いている場所であるということであります。

この建報が出た場合の措置については、これは新温泉町の認定こども園全てに出され

てるんでしょうか。こういうやり方をするという要綱が全ての親に出されてるんでしょ

うか。その趣旨とは、どうしてこういうものを出しているのか、その趣旨をお尋ねいた

します。

○議長（中井 勝君） 西村教育長。

○教育長（西村 松代君） 今、建報の件を言っていただいたんですけども、全園にそう
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いったことで周知を町としてしております。学校等にもしているところです。それはや

っぱり子供たちの安全を考えて、建報が出てた場合には家で過ごすということで周知を

しているところです。

○議長（中井 勝君） １３番、中井次郎君。

○議員（13番 中井 次郎君） 過去のいろいろと自然災害のことも調べてみました。地

元の新聞によれば、これは平成２年の９月２１日付であります。これは平成２年の１９

号台風のちょうど過ぎた日でありますが、そのときには、９月１７日から２０日までに

降った雨量は４００ミリを超えていると。そして、新聞の見出しは、１００年に１度の

水害だとこう大きく報じているわけであります。このときにも園舎はつかることなく、

私は道路がつかったのかどうなのかはわかりませんけども、これまでいろんな方たちに

聞いても、園舎がつかったことはないということであります。これぐらい一つは１００

年に１度のそういう水害にも園舎は耐えてると、園庭もつかってないと、こういうこと

であります。

不審者が入った場合の対応などはどのように考えておられますか。この今の御時世で

すから、ないとは限りません。

○議長（中井 勝君） 西村教育長。

○教育長（西村 松代君） 不審者対応につきましては、門扉、出入り口に鍵はもちろん

かけるんですけど、防犯カメラを設置して、職員室でモニターで一括して見れるような

ことを浜坂認定こども園についても整備する予定です。県建のホットラインというのが

あって、すぐに不審者が入ればつながるようなシステムも導入しておりますので、そう

いったときには県建につながりますので、すぐ来ていただくようなことも考えてやって

おります。

○議長（中井 勝君） １３番、中井次郎君。

○議員（13番 中井 次郎君） 私は思うんですけども、民間スーパーとか、それから郵

便局とか、やっぱりああいったところと援助協定っていいますか、この安心の関係で、

何かあるときには助けてくれますかというとこの、どこでもなんですけどね。目立つと

ころですけども、ぜひそういうもんを結ぶべきだと。それは十分可能だと私は思うんで、

提案をしときたいと思います。

次に、すこやか広場も当初の１期目の最終の候補地として上がってたわけですけども、

それについて海抜は⒎４メートル、いわゆるＢＧのとこですからちょっとずれるかもわ

からんのですけども、⒎４メートルの海抜があるようであります。津波や洪水には現在

のあれよりも安全かなと思うんです、現在地より。しかしながら、あそこ自身が本当に

そういう不審者とか犯罪に対応できんのかどうなのかと。極めて昼間は静かなとこなん

ですね。以前は若い方たちもおられて、住宅街も若い方たち多かった。ところが、やっ

ぱり今は高年齢の方が多いわけであります。それはどうも犯罪に対応できるのかって考

えたら、ちょっと無理のようであります。そして、兵庫県のハザードマップでは、土砂
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災害のおそれがあると、こういうことも一つは新たに出てきたわけであります。

そういった中で、私は先日、元自治会長のＡさんにお会いをしてまいりました。そし

て、なぜ当時反対をされたのですかと率直にお聞きしますと、認定こども園が来ると車

の出入りが多くなり、現在でも道が狭いと。いわゆる南線から中学校に上がるあそこま

で道が広いけども、そこだけだと。狭くて、いわゆる危険がふえると。そのことについ

て事前に何の相談もなかったと。それで、すこやか広場は、昼間グラウンドゴルフ、夜

は社会人がナイタースポーツをしていると。かわりの施設を提案せずに強行することは

許せないと、このように怒っておられました。私も当時この案が出たときには、この議

場で問題ありと。要は年間１２ ０００人からの方が、延べですが、使っておられる施

設で、それを町にとって大切な子供の施設でありますが、代替地についてきちっと対応

するべきだと、そのための返答は聞かれなかったわけであります。今さらながらの話に

なりますけども、すこやか広場に例えばもう一度向かうかっていうような気持ちはござ

いますか。ちょっとお尋ねをしておきたいと思います。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 過去の経緯から見ても、すこやか広場を再候補地にするという

のは非常に難しいと思っておりますし、現状、いろんなアンケート、それから住民の要

望書も出ております。そういったいろんな観点から考えても、すこやかは非常に厳しい

と、無理だと考えております。

○議長（中井 勝君） もう１点、災害協定を結んだらっていう提案がありましたけど、

答弁がなかったけど。

西村教育長。

○教育長（西村 松代君） 先ほど議員から、パトカーがとまったときに近所の方が来て

いただいたというようなことで、地域と一緒に防災訓練をするとか、そういったことも

前、経験もあるんですけど、そういったことで近くに大人の手がたくさんあるというこ

とで、今後考えていくことは必要かなというところは、今考えております。たくさんの

大人の手がすぐに子供のところに入るということも非常に大切なことだなと今、感じて

おります。

○議長（中井 勝君） １３番、中井次郎君。

○議員（13番 中井 次郎君） すこやか広場についてはそういうことであります。

もう１点、ちょっと聞き漏らしておりましたので。この総務教育常任委員会の資料を

いただきましたけども、これの３０ページに、建てかえ候補地を現在地周辺にするに当

たっての防災上の対策についてというのがございます。課題としては、降水時に最大約

⒈９メートル、⒉２メートル浸水した場合の対策ということでありますが、新園舎の地

盤をかさ上げをすると、かさ上げ造成後は約４メートルだと。これは今のいわゆる園庭、

園の庭ですね、これより新しく求める土地は、最終的には現在の高さよりもっと高くな

るということでしょうか、いわゆる今園舎が建ってるとこ。それからもう一つは、右な
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ら右でもいいんですけども、それは何ぼ現在の園庭から高くなるのか。それをお答えを

いただきたいと思います。

それと、新園舎の遊戯室を２階に設置するっていうことでありますので、これは明星

認定こども園と同じような形になるんでしょうか。あそこは遊戯室が２階部分になっと

ると思うんですよ、階段で上がっていって。それを、いう形になるんでしょうか。ちょ

っとどういう形になるのか、教えてください。

○議長（中井 勝君） 長谷阪こども教育課長。

○こども教育課長（長谷阪 治君） 新園舎で４メートルかさ上げした後の高さというこ

とでございます。今、現在地プラス北側、東側ということで、北側で海抜が約⒈８メー

トル、東側で２メートルということでございます。今の園舎の園庭が⒊１メートルでご

ざいます。今、例えば東で海抜が２メートルとすると、それを２メートルかさ上げする

ことによりまして、こっちが⒊１メートルですので、これが４メーターになりますので、

約９０センチ今の園庭より高くなるということでございます。

明星認定こども園の遊戯室が２階にあって、今階段で上がっているというふうなこと

があります。階段ということもあるんですけども、この３０ページにもありますように、

対策の③ということで、非常時に２階等に避難するということも、そのときにはスムー

ズに上がるということもありますので、スロープや手すりを設置するということも考え

ております。以上です。

○議長（中井 勝君） １３番、中井次郎君。

○議員（13番 中井 次郎君） 大体わかりました。

それと同じく、同じページなんですけども、車椅子などでも上がりやすいように対応

すると、スロープ等を設置する。これどんな感じになるんでしょうか。本当にスロープ

を設置して、自力で上がるのか押して上がるのかで全然違うんですけども、いわゆる傾

斜は相当緩い。そうしますと、相当な長さでスロープを設置しなきゃならないというふ

うになるわけですけども、そのいわゆる勾配は一体どの程度になるんでしょう。わかり

ますか。わからなければまた後日、後でもいいですけど。

○議長（中井 勝君） 長谷阪こども教育課長。

○こども教育課長（長谷阪 治君） 勾配的にはわかりませんけども、やはりスロープと

いうものが安全に上がれる角度というのがあるというふうに思います。車椅子などはそ

こを押して上がって、危険がないような角度というふうなことだというふうに考えてお

ります。

○議長（中井 勝君） １３番、中井次郎君。

○議員（13番 中井 次郎君） もう一つ聞きたいんですけども、屋上を設置すると。こ

れ全部の園舎が２階になるんでしょうか。２階建てっていうことになるんですか。それ

で２階の屋上は、要はヘリコプターがいわゆる着陸できるだけの強い、いわゆるしっか

りした建物になるんでしょうか。その点どうですか。
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○議長（中井 勝君） 西村教育長。

○教育長（西村 松代君） 着陸というより、よくテレビで出てると思うんですけど、ロ

ープで引き上げるとか、そういった形というふうにちょっと今思ってるんですけど。

（発言する者あり）済みません。

○議長（中井 勝君） 長谷阪こども教育課長。

○こども教育課長（長谷阪 治君） 全部が２階になるのかということもあったと思いま

す。建物がありまして、そこの２階の遊戯室の部分ということで、２階は遊戯室、そこ

を出てそういう救助ができるというか、そういうふうな屋上というふうなことで、２階

全部が遊戯室というわけではなくて、遊戯室の部分、そこで非常時にヘリコプター等で

避難できる場所というふうなことでございます。

○議長（中井 勝君） １３番、中井次郎君。

○議員（13番 中井 次郎君） 申し上げておきますけど、大人をつり上げるんだったら

話は別なんですけども、本当に幼児でしょう。こういうことがないとは思うけども。そ

ういったとこら辺は、金を出し渋るんじゃなくてしっかりした建物にして、例えばそう

いうことも考えるべきだと思いますよ。予算的なもんはいろいろと議員の皆さんも心配

しておられるんで、どうなのかなと思うんですけども、ぜひそこら辺のとこをお考えを

いただきたいと思います。

それから、第二期の検討委員会の皆さんが、これはこの報告書については全会一致で

しょうか。昨日、同僚議員の質問に、出席した方は全員が一致でしたと。それで、何か

その後が、４人欠席者はあったけども、その答えがどうもはっきり私は聞き取れなかっ

たんでね。きちっと、私この件で会長さんに尋ねに行ったんです、どうなんですかと。

全員が一致されたんですかって言ったら、全員が一致しましたと。確かめました。欠席

者があったっていうのは知らなかったもんですから。それはどうなんでしょう。検討委

員会では全員一致でこの報告が承認されたのか、お尋ねをいたします。

○議長（中井 勝君） 西村教育長。

○教育長（西村 松代君） 検討委員会の中で、委員長から一人一人に候補地についてこ

こで大丈夫ですかというようなことで確認をされて、結果、満場一致で決まりました。

その中で、委員さんの中には意見を求められたときに涙ながらに、子供たちのために早

期に建設をお願いしたいという訴えの声もありましたし、満場一致でした。

○議長（中井 勝君） 欠席した方のという質問ですよ。

○教育長（西村 松代君） 欠席した委員につきましても、一人一人きちんと確認をして

おります。

○議長（中井 勝君） １３番、中井次郎君。

○議員（13番 中井 次郎君） 結局、全会一致でここになったということですね。それ

だけを再度確認しておきます。

私は、１００％っていう安全の確率っていうのはないと思うんです、どこだって。東
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日本大震災のあれをいろいろと調べてみますと、川を津波がだあっと上がってきて、こ

れを遡上って言うんですね。恐らくアユが遡上するっていうのと一緒の字なんですけど

も、そのときの高さが４１メーターということで、津波はいろいろと観測したところで

違うわけですけど、最高で１５メーターと、大体そういうあれになってます。そういう

中で、この想定外の話がいろいろと出てきますので、浜坂の中で芦屋、浜坂で、この中

で海抜の書類を見せていただいたんです。そうすると、４１メーター超えてるのは浜坂

中学校のみなんです。これが５０メーターやね。要は、本当にどこがそういう想定外の

津波が来たときに耐えれるかって。これが本当に今、そこまで考える必要があるのかど

うなのか。それも一つ、私はやっぱり人の手による、そういう子供たちを、施設を見建

っていただく、いざとなったらそれなりにあれしていただく。ふだんから、聞きました

ら、隣保館といいますか、文化会館にいわゆる避難訓練もしてるということを聞いてま

す。だから、そういうことも考えたら、現在のところで決して１００％とは言いません

けども、いわゆる自然災害、そしてそういう人的な災害、いわゆる犯罪ですね、そうい

ったところにきちっと対応できるのではないかということで、私は考えておるとこであ

ります。これらについて意見があれば言ってください。

○議長（中井 勝君） 質問ですよね。

○議員（13番 中井 次郎君） え。

○議長（中井 勝君） 意見を聞いてるんじゃないですよね、質問ですよね。

○議員（13番 中井 次郎君） そうそう、答えを聞いてる。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 大地震、大災害、想定外が必ずあります。想定してないところ

の想定外ということで、いつ何が起こるかわからないという、そういう状況があると思

います。ぜひそういった意味でも、より安全は、今回の台風１９号、絶対安全はあり得

ないということを知らせてくれたように思っております。人を助けるのは人しかありま

せん。そういった意味で、ぜひ皆さんから検討委員会やいろんな町の要望書、そういっ

たものの中で、やはり候補地、今の提案いただいとる候補地を推薦、適地として対応を

考えていきたいと思います。

○議長（中井 勝君） １３番、中井次郎君。

○議員（13番 中井 次郎君） 私は、阪神大震災が１９９５年の１月１７日に起きたわ

けでありますが、そういう中で、大変大きく火災もなかった、死者も少なかった、そう

いう地域が神戸の中にあるんです。長田区というところが、あそこは私も当時行きまし

た。もう焼けただれてました。何という惨状かなと思いました。戦後のああいう写真で

見ただけでありますけども、私、戦後生まれだけども、そういう中で、特に真野ってい

うところがあるわけでありますけども、この地震では全体では ５００人以上の死者が

出たわけです。ところがこの真野地域も、地震によって ４００世帯、３割が全半壊だ

ったと。それに対して、そのときに地区内の一角から火の手が上がりましたと。住民は
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いち早くバケツリレー、火災に立ち向かいましたと。奇跡的に４０戸ほどの焼失で延焼

を食いとめたと。すぐ北側、長田区の。そこでは９００棟以上を焼いた、これに比べれ

ば初期消火が大切だったということを、地元の区長さんが言われてます。こういう中で、

なぜこういうことができたのか。１６の自治会が自主的なまちづくり活動を３０年間や

ってきたと。そういう中で、極めてお互いのつながりができていたと。いざ何か起こっ

たら、何かそうやってバケツ持って水かけると。本当に私はそういうことを見る中で、

震災はとめることができません、自然災害ですから。しかしながら、それが起きたとき

にどう人間が対応するか、そういうことがふだんからできているか。このことは、子供

たちの大切な施設を建てる場合も、やっぱりその近所との関係をしっかりしていくこと

が、私は最終的には大事だろうとこのように思うんで、ぜひそのことを教訓にお考えを

いただきたいと思います。

では、次の質問に移らせていただきます。（発言する者あり）何。

○議長（中井 勝君） どうぞどうぞ、もうこれだけですから。（発言する者あり）

○議員（13番 中井 次郎君） どうですか、いいですか。一応皆さんの同意を得ました

のでさせていただきます。済みません。

次に、私はこの認定こども園を建てた場合、大庭認定こども園と統合すべしとの意見

もきのうも聞かれました。そのことについて、私は園がなくなることにより地元の元気

が失われると、そのことを心配してます。そして過去、財政を心配して、旧町では中学

校、小学校、幼稚園、保育園を統合してきたわけであります。その結果、子供の数がふ

えてるのかいったらやっぱり減少してるんです。子育ての環境は今、どこの町でも将来

のこともあるからって頑張ってます。子育てがいわゆる全てではないんですけども、減

少の。でもやっぱり、本当に地域からそういう小さい子の園舎がなくなるっていうのは、

極めて地域の元気をなくす。私はいつも言うんですけども、桐岡が、旧温泉の。あそこ

に幼稚園と保育園があったんです。運動会をやったら、近所中、おばあちゃんやらじい

ちゃんやら、自分の孫でないけどもどんどんむしろ、いわゆるござをひいて応援すると。

ところが今は、もう幼稚園もなくなった、保育園もなくなった、それから小学校は上に

上がってもうた、中学校にね。そしたら、もうしいんとしてるんです。やっぱりそうい

ったことを一つは考えてみるべきだと思うんです。確かに財政的に厳しい、こういう意

見がありますけども、雇用があり、保育士さんを雇う雇用がある、それから職員給与や

園の購買などによる地域経済、こういったこともきちっと考えるべきじゃないか。やっ

ぱり因果関係が私はあるように思うんです。それをぜひお考えいただきたいんですけど、

ちょっと答えだけ。

○議長（中井 勝君） 西村町長。言いましたよ。

○町長（西村 銀三君） 議員がおっしゃるとおり保育園がなくなった今の桐岡、照来地

区の現状を聞く中、本当に保育園、幼稚園、小学校、この存在は大変地域にとっては大

きい存在だと思っております。やはりそういった、親が、おばあちゃん、おじいちゃん
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が気軽に見ていける、そういう特に子育てのときは、おじいちゃん、おばあちゃんの役

割って大変大きいです。近くにそういった施設があるということは、いろんな意味で町

の、村の活性化といいますか、村の維持に非常に重要な役割を果たしていると思ってお

ります。そういった意味で、この保育園問題、その地域がどう生きるか、新温泉町の将

来を担う子供たち、そこでまた働くという雇用の場、それから今言われた経済的なもの、

そういったものを勘案すると、やはりこの保育園の存在、より近くにあると、住んでい

る近くにあるということが最も大事な要件ではないか。これは過去のそういった、今ま

での新温泉町の過去を振り返っても、現実が実証していると思っております。ぜひそう

いった視点で、町の将来に誤ることがないようにやっていきたいと思っております。長

期的な展望、それから町の将来をどう生かすか、そういった視点で今後の対応も検討し

たいと思っております。

○議長（中井 勝君） 質問事項の整理をお願いします。

１３番、中井次郎君。

○議員（13番 中井 次郎君） 次に、温泉活用による町の活性化を目指して、平成３１

年４月におんせん天国室が新設されました。庁舎内にプロジェクトチームを立ち上げ、

構想を練るとの考えでありましたが、現在までの構想と事業についてお尋ねをしたいと。

そういう中で、私はもう少し構想をしっかりと庁舎内で練る必要があるのではないかと。

エコカーもいいわけですけども、いつも走らずに置いたまんまのエコカーもあるわけで、

やっぱりあれはよくないなと思うわけです。私は特に、例えば湯区の配湯を、これにつ

いては加入金が８０２円、それからゆめっこ認定こども園の床暖房も、これは以前に申

し上げたんですけども、これもまだ実現してない。加入金が８０２円ではとってもじゃ

ないけど入ろうっていう意欲が湧かないわけです。ここら辺ももっともっと考えてみた

ら、半分にして２人入ってもらうとかね。そういうほうがええのではないか、こう思う

んです。それと湯地内の足湯の改善を求めました。屋根があっても背中にぼとぼとあれ

するよと、アオギリの湯、それからもう一つはジロンボ、タロンボの湯も、屋根が高過

ぎて、雪が降ると雪が吹き込むと、そういったことを質問いたしました。これについて

はどうでしょうか。

○議長（中井 勝君） 中井次郎議員、湯区の加入金は全く関係ありません。

それを踏まえて、西村町長、答弁をお願いします。

○町長（西村 銀三君） これまでから議員には、足湯の改善を指摘をしていただいてお

ります。現状ではまだそのままということで、改善がなされておりません。改めて、早

急に改善方向を打ち出して、より利用しやすい足湯をつくっていきたいと思っておりま

すので、よろしくお願いいたします。

○議長（中井 勝君） １３番、中井次郎君。

○議員（13番 中井 次郎君） もう一つの質問に移ります。厚労省はことし９月、突然

に再編統合が必要な医療機関４２４機関のリストを発表いたしました。そのリストには、
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浜坂病院は入っておらないわけでありますが、そのニュースを知った町民からは、安心

の声とともに、このまま将来の病院が存続されるのか疑問だとの不安の声も出ています。

但馬では以前、豊岡病院、八鹿病院を除いて、あとは全部２０床、医師は２人と、そう

いう構想があったわけでありまして、住民の力でそれをはね飛ばしたというのが実態な

んですけども、これらについての当局の見解をお尋ねいたします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） この１年以上前から、この浜坂病院のあり方検討委員会などを

通して、経営内容も含めて、利用の推進といいますか、病院のあり方検討委員会の結論

にもありますように、今後の浜坂病院の方向性を議論する中、なくてはならない病院と

して今後存続を基本にやっていく、そういうことを考えております。今回の４２４医療

機関の中に浜坂病院が入っていなかったということは、これまで病院関係者、医師を中

心に職員の皆さんのいろんな努力が実ったっていいますか、成果が認められた、そうい

う流れではないか、そんなふうに思っております。そういった意味でも、病院をきっち

りと維持、継続をして、存続を図っていきたいと思っております。

○議員（13番 中井 次郎君） 以上です。

○議長（中井 勝君） 以上をもちまして中井次郎君の質問を終わります。

○議長（中井 勝君） 暫時休憩します。

午後０時４２分休憩

午後２時００分再開

○議長（中井 勝君） 休憩を閉じ、次に１１番、中村茂君の質問を許可いたします。

１１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） １１番、中村でございます。今回、一般質問は３点につ

いて、町長と議論したいと思います。

まず１点目ですが、移住定住対策の現状と今後の方針であります。本町は、過疎、少

子高齢化の町であります。この判断は人口減少によるものが多くありますが、その人口

減少をもたらす現象は、多くにおいて縮小とか減退とか廃止とか、そういうことでよく

表現されます。しかし、この地に住み続ける者たちは、これらを認識しながらもさまざ

まな抵抗を続けている、まさにこれが地域力でありまちづくりであると、そういうふう

に私は思っております。人口減少のストップは至難な問題ですが、ストップはなかなか

できるもんじゃありません。しかし、減少スピードを緩めることはいろんな施策の積み

重ねの中で可能ではあるかなと、そういうふうに思っております。その具体的な方策、

施策が、若者の定住と移住対策であるといえます。以前に２回の一般質問を行っており

ますが、大きな進展がないように思っております。時間経過もありますし、改めて本町

の移住定住対策をただしたいと思います。
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時を同じくしてと申しますが、本日の日本海新聞に地方創生総合戦略の２期総合戦略

において、若者の移住定住促進の継続をうたい数値目標を定めている。けさですが、香

美町の動きであります。町長これを御承知でしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） けさの日本海新聞で一応読んでおります。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） 読んだ感想をお聞かせください。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 一歩、二歩進んでおるなという感じを受けました。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） 冒頭にやや失礼な質問したんですが、そもそも本町の移

住定住施策の方向や具体的な展開は、何をもとに行っているか質問いたします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 本町の移住定住施策について、平成２７年に策定した新温泉町

地方創生総合戦略の施策の基本的方向の一つに、この移住定住の促進を掲げております。

具体的施策である移住相談体制の充実、それから移住定住のための環境整備に取り組ん

でいます。平成２８年第２次新温泉町総合計画の重点戦略の施策の基本的方向の一つに

掲げ、現在行っております。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） 地方創生戦略とあわせて、ほぼ同時期に町の総合計画が

示されました。町の基本計画の中で、人口減少問題を重点戦略に掲げ、その戦略中の４

で、まちでゆったり安心暮らし、この施策の基本的方向に移住定住の促進と１行ありま

す。具体的な方向、方針を示した基本計画、施策の体系９８項目には上がっていない状

態であります。その辺についての町長の見解はいかがなもんでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 先日も実は国会議員の先生からある冊子をいただきました。そ

れには岩美町の実態が書かれておりました。それを見るにつけ、我が町のこの移住定住

策の、何ていいますか、非常に低調な、十分な施策がなってないな、こういう実感を感

じております。そういった意味でもこの移住定住、本当に県下でもトップクラスの人口

減少、そして過疎、そういった実態をやはりきっちり認識した上で、この移住定住策の

充実を図る必要があると感じました。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） 行政っていうのは、やっぱりビジョンなり、ビジョンに

対して計画ありで、それにどう実践するかという、そういう予算づけをしたりとか、そ

ういう中で物事進むと思います。そういう分においては、一番の根本の今申し上げたと

ころが、どうもとり方が違うのかなと。でも、自分なりに今示されました地方創生総合
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戦略のことも含めてみると、１行での移住定住の促進って総合計画にはあるけど、どう

もこの施策の体系９８項目を、全て推進というか、事業をやっていったら、要は人口減

少対策、移住定住なり、その含めたそれもつながると、そう思いました。ですから、１

項目だけど、その９８項目の、要は施策の全体が人口減少のそういう部分につながって

いくんだと、そういうふうに僕は理解したとこであります。そういうところからいって、

もう一つ不足してるのが、移住定住推進計画や推進方針、そういうものが明確化されて

いるのかなということが思うんですが、いかがでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） まず、現状認識に対する危機意識というものが極めて薄かった、

そういった中で今日のこの移住定住策が十分に達成なされていない。現実、非常に実績

も上がっていないという、そういう現状があると認識をいたしております。そういった

中で、やはり具体的にどうやるか、具体策をより計画性を持って詰めていく必要がある

と思っております。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） もしかするとその具体策の一つが、この地方創生総合戦

略なのかもわかりませんが、これは平成２７年度から平成３１年度の計画であります。

次の更新というか、そのあたりはどうなんでしょう。まだ報告も受けてないし、議論も

してるというようなこともちょっとつかんでないんですけど。香美町がこうして示した

部分がありますので、うちの状況を聞いておきます。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 香美町より少しおくれていると思っております。進捗状況は担

当課長より報告をいたします。

○議長（中井 勝君） 岩垣企画課長。

○企画課長（岩垣 廣一君） 地方創生戦略についての進捗でございます。議員御指摘の

ように、今年度で５カ年が終了いたします。今の予定といたしましては、町の計画に合

わせまして２カ年延長するという方針をしております。その作業は町の内部では行って

おりますし、この議会にもちょっとその進捗内容につきまして、委員会報告をさせてい

ただく予定にしております。ちなみに、香美町さんが今回５カ年の見直しを行ったとい

うことで新聞の記事になっております。但馬の中でどういう形にやっていこうか、ある

いは県の中でどういう動きがあるかというのは、従来から担当者同士の中でお話を聞い

ております。県下で約５２％が延期をして総合計画に合わせるという方向です。あとの

４８％が香美町さんと一緒で、とりあえず５カ年で一旦見直すということでございます。

町長は一歩進んでおられると申し上げましたけれども、やり方はどちらも今、現状一緒

であると認識しております。以上でございます。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） 別に滞ってるということではなくて、総合計画の、要は
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満了というか、その期間に合わせていく、これも一つの方法だと思います。ぜひそうい

う部分については、もう少し早い段階で委員会に報告いただければという気がいたしま

した。

次に、本町の人口減少において、大きく人口増減の特徴というものをどのように町長、

捉えておられますかということ。また、近年、出生数がどんどん減ってるという気がい

たします。どのような状況であるかということ。また、総合計画で示した人口ビジョン

という観点において、修正の必要はないのかなと、そういうことを聞きたいと思います。

また、これら人口減少、特に出生数とか、そういう分において、具体的な減少対策があ

るかということも聞いてみたいと思います。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 出生数ですけど、一昨年が６０人、昨年が５０人、今年度、現

状１１月の３０日現在で４５名ということで、この１１月が９名、平月は大体３名から

４名出生があったんですけど、１１月が急に９名ということで一遍にふえてまいりまし

た。この調子でいくと今年度は６０を超えそうな、そんな状況になっております。

一方で、全体のこの人口増減の状況であります。昭和２５年２２ ７８８人から平成

２８年１０月までに行われた動きを見ますと、昭和２５年が先ほど言った２２ ７８８

人から、平成２７年度の１０月、国勢調査は１２ ８１９人となっております。また、

人口動態として最近の出生、死亡数を見てみますと、出生数は減少傾向でありますが、

死亡数が大体２００人から２５０人ということで、かなり出生数を上回っているという

のが実態であります。結果、人口減少の大きな要因となっております。また、転入転出

を見ますと、ともに減少傾向となっておりますが、転入数を転出が上回る社会減の状況

が続いております。近年は毎年１００人から１５０人の社会減となっております。ここ

２年の社会減の人数は１００人を下回っているということで、少し社会減の状況も少な

くなっているというのが実態であります。

今後の人口ビジョンの見直しにつきましては、現在の人口推移を、状況をよく見なが

ら、見直しを検討してまいりたい、そのように考えております。時期としては来年度、

令和２年度国勢調査が開始されます。その状況を見ながらビジョン見直しについては検

討を行いたいと考えております。

○議長（中井 勝君） いいですか。

１１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） たくさん資料なりを示していただきました。ありがとう

ございます。

人口ビジョンについて触れたんですけど、人口ビジョンを定めたときに、短期の目標

として平成３２年の人口目標を示しておりました。１２ ６００人であります。そのと

きに特殊出生率は⒈８２という想定でありました。それがちょうど３２年、来年ですか

ら、それから見れば、現在の推計人口、１２ ５００人であります。ですから、推計人
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口どおりにほぼ進んでいると、そういう気がします。ただ一方、特殊出生率⒈８２を目

指したものが、今現在⒈４３という状態。ですから、余計人口ビジョンの見直しが必要

かなと、そういうことを思ったとこであります。ただ、特徴をもってしての推計の見直

しなりが一番正解かと思いますので、先ほどの答弁で理解したいと思います。

それから、この人口減少、出生数なりで、昨年の１２月に一般質問で結婚対策を意見

させていただきました。町長は、町全体で少子化問題、結婚問題、婚活については意識

を変え、社会福祉協議会と連携、また推進委員会の活動等推進を図っていきたいと、そ

ういう答弁でありました。その後の動きなりはありますか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 町内の方々が結婚するという場合、かなり抵抗があることも聞

いております。鳥取市であるとか、幸い麒麟のまちの連携というものもできております

ので鳥取が近くなっておりますし、そういった方々との婚活事業を今後積極的に進めて

いきたい、そのように考えております。また、結婚相談員であるとか、そういった方々

も高齢者の方々に一部お願いしてる面もあるんですけど、なかなか難しい状況もあるよ

うであります。社会福祉協議会も含めて、今後協力を求めて、婚活事業の推進を図って

いくことで、より人口がふえるような施策を打っていきたいと思っております。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） そのことは前回の答弁で十分聞いております。方向、方

針なりについてはそれでいいと思うんですが、実際、手をつけていただかんと、一向に

解決しないという気がします。ちなみに昨年、未婚者の状況で申し上げました。３０歳

から４４歳で見ると、未婚者、男性が４４７名、女性は２０４名、これがまた増加の傾

向であるということ。先ほど広域圏での対応のことを言われました。やっぱりじかに汗

をかいたり、直接の対策、人任せじゃなくて、そういうものが必要という気がしました

し、先進の町ではおせっかいさん集まれとか、そういう部分で仲人までいかんにしても

紹介し合える仕組みをつくってると。もう即、実施してほしいなと思います。また、先

ほど広域圏、麒麟のまちがあったんですが、一方では兵庫のこうのとりの関係の縁結び

のそういう組織もある。その辺、どれぐらい登録されて、どういうように動いてるか、

そういう部分が聞けたらお願いしたいんですが。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 鳥取市における麒麟のまちの婚活事業の申し込みは、鳥取市と、

それから岩美町を含めて、ちょっとうろ覚えですけど ０００人ぐらいあるということ

を聞いております。それ以外については把握をいたしておりません。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） その ０００人の中で、総数として本町は何人でしょう

か。

○議長（中井 勝君） 西村町長。
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○町長（西村 銀三君） ちょっと把握をいたしておりませんが、担当課長より答弁をさ

せます。

○議長（中井 勝君） 岩垣企画課長。

○企画課長（岩垣 廣一君） 麒麟のまちの婚活サポートセンターへの加入ということで、

今お知らせをさせていただいております。ちょっと今、手元に実数がございませんけれ

ども、去年からことしにかけてかなり人数は伸びているということは聞いておりますし、

ことしの実績としてもう既に５組、イベントで成立したということも聞いております。

そういった中で、どちらかというと地元よりは若干離れたところのほうが参加しやすい

ということを聞いておりますので、正式に麒麟のまちに参加したのはことしの３月でご

ざいますけれども、これから数はもっとふえてくると考えているところでございます。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） 今のお話の５組というのは、本町の方が５組ということ

で捉えてるでしょうか。

○議長（中井 勝君） 岩垣企画課長。

○企画課長（岩垣 廣一君） 本町の方がイベントでカップルになられた数ということで

ございます。以上です。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） 大変ありがたいという結果であります。ぜひ、西側もで

すが、東側のほうも、兵庫県下の動きですから、ぜひ両方とも機会として捉えていただ

きますように求めておきたいと思います。

次に、平成２７年度総合計画の策定時の高校生アンケートをちょっと思い出したいと

思います。その中で、Ｕターンしたいという高校生の思いが約４割あったと。その後、

浜坂高校の進路希望なり、その状況から定住志向の変化はどのように捉えておられます

か。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 浜坂高校生の定住志向については、具体的なデータを持ってお

りませんが、その変化状況について把握はしていないわけであります。浜坂高校におき

ましては、進路ガイダンスにおいて、地元で活躍している方の話を聞く機会を設けるこ

と、そして大学３年生、それから短大１年生、浜高卒業生に対して地元企業の就職説明

会を案内するなど、Ｕターンにつながる取り組みに力を入れているということを聞いて

おります。そのような状況です。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） いろんな見方があっていろんな方法があっていいんです

が、私は高校生の進路希望の状態から見たときに、地元就職者が平成２７年が２３人、

２８年が１０人、２９年が１４人、３０年が４人、３１年が６人であります。これを見

ると、２７年は就職者の７１％が地元でした。それが２９年では６６％に落ちて、３１
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年では２４人の就職者のうち６人しか地元に残ってないという、実際そういう進路の状

況でありました。あっ、もしかしたら２クラスになったからかなという気がしました。

学校に確認しとりましたら、２クラスの完了が、ちょっとこれ３０年度末であったよう

であります。ですから、今言った数字は、３クラス体制での数字なんです。それが来年

卒業する子は２クラスの中で出ますからね、どれだけ地元に残ってくれるのかなと、と

っても気になるとこであります。ですから、そういう部分でいえば、政策的にやっぱり

求人依頼、もっともっと求人出してよということも、町の動きとしてしたらどうかなと

いうことをちょっと申し上げておきたいと思います。いかがでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 地元でやはり残っていただくということが一番すばらしいこと

だと思うんですけど、地元に残るメリット、やっぱり特典をつける必要があると考えま

す。現在、Ｕターンとかの方には一定の補助制度があるわけです。帰ってきたら幾ら幾

ら出しますよという、その制度があるんですけど、実は高校を卒業して地元に残るとい

う場合、全くそういう補助制度がありません。また、地元に就職したら地元事業者に対

する補助制度もない、そういう現状があります。Ｕターンした場合は一定の制度の中で、

事業所にも補助金が出るような仕組みがあるんですけど、高校を出て出るとき、そんと

きには全く何もないと、それから事業所にも補助金もないと。そういうことで、出さな

い努力、出したものを帰す努力よりは、出さない努力をする必要があると考えます。一

旦出たら、なかなか向こうの出た先で人のつながりができたりし、なかなか帰れないと

いう、そういう状況もあると思います。まずは出さない努力、それにはやっぱり事業所

の、高校卒業生を採用したら、地元の事業所にもこんなメリットが、補助金があるよ、

それから本人にも地元に残ったら補助金が、そういう制度があるよというふうなことを

することによって、出さない努力、これを本人、それから事業所、こういった地元に残

っていただくということを制度としてつくっていきたいな、そんなふうに考えておりま

す。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） 先の質問で今のお言葉をいただきたかったんですが、順

番をもってして質問したいと思います。

人口減少対策において、移住定住の施策は大変重要だという気がいたします。昨年９

月の質問を契機に、移住定住の担当窓口や事務分掌が町の制度として明確にできたと思

います。最新の市町では体系立った事業推進がなされておりますし、本町の移住定住施

策の推進はどのようになされておるのか。また、昨年からの変化を含めて答弁ください。

また、移住者の目標値及び実際の移住者と呼ばれる方の実績数値は何人になるのかな

と、このほうもあわせてお願いします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） まず、窓口であります。窓口は、商工観光課と移住定住担当の
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地域おこし協力隊員が行っております。事務所をサンシーホールに置いて、相談の受け

付けを行っております。そういうことで、商工観光課、これは兼務ではありますけど職

員が１名、そしてサンシーホールの地域おこし協力隊員が１名を配置をいたしておりま

す。

目標と実績です。まず、総合戦略の中で年３件を目標といたしております。実績は、

平成２７年度が４名、平成２８年度も４名、平成２９年度が９名、平成３０年度が１５

名となっております。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） 今、総枠で聞いたんですが、具体的に聞いてみたいと思

います。改めて窓口の一本化、窓口は確かに商工観光課、サンシーホールって言われま

した。窓口の一本化、つまりワンストップサービスという観点ですんで、窓口一本化で

あります。これについてはどうなんだろうかと。それから、専任はいない、兼務だとい

うことでありました。また町のホームページで、バナーで移住者のバナーがあるんです

が、その辺のアクセスの状況はどうだろうと。それから、全国移住ナビに加入して、大

きな範囲での情報提供してるようですが、その辺の実績なり示せるものがあるのかなと

いうこと。それから空き家バンクの状況はどうかということ。それから体験住宅の利用

状況、民間の賃貸住宅の情報なんていうのは御案内できる、何というか、情報として持

ってるのかなということもあわせて聞いてみたいと思います。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 窓口でありますが、サンシーホールでもやっているということ

で、本町と２本立てということで一本化ができていないというのが現状でありますが、

連携をとりながら進めておるというのが実態であります。それから、ホームページのア

クセス数については担当課長がお答えをいたします。

○議長（中井 勝君） 岩垣企画課長。

○企画課長（岩垣 廣一君） ホームページのアクセスでございます。近年の状況でござ

いますけれども、月当たりおおよそ９２ ０００件ぐらいということで推移しておりま

す。そのうちの移住定住のアクセス数でございますけれども、月によってばらつきはご

ざいますけれども１６５件程度、平均して、でございますので、パーセントでいきます

と２％程度ということになります。以上でございます。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 先ほどの御質問の移住ナビの実績であります。９月４日から１

２月３日まで直近３カ月のページのアクセス状況であります。新温泉町は全国で１８８

位となっております。それから空き家バンクの状況であります。空き家の所有者、それ

から空き家の利用希望者をマッチングさせる制度で、平成２８年度から取り組んでおり

ます。現在、ホームページで１４件の物件を紹介いたしております。そのうち２件交渉

中ということであります。利用者登録は４２名の方を登録をいたしております。そのう
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ち町外が２４名、町内が１８名。これまでに１１件の成約があります。それから民間の

紹介は、町のほうでは情報提供はいたしておりません。それぞれの業者で紹介をしてい

るようであります。以上であります。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） なぜ民間住宅というふうに取り上げたんですが、要は相

談で来たときに、案内するのに住まいという中で、やっぱり公営住宅は手元でわかりま

すけど、民間なりの空き部屋とかここにあるとか、それは基本的にはやっぱり持ってお

くべきかなと。直接交渉は別としても、そういうものを御案内するのも、この移住定住

の窓口かなという気がしますので、あちこち聞いたんですけど、なかなかそういう情報

は持ってない。ぜひ調べて、案内に生かしてほしいなとそんな気がします。実際に、先

ほど実績を示していただきました。実績のとり方の部分ですが、この総合戦略の中で示

してくれたやつで、相談窓口を通じた移住件数は、ここ４年間の中でゼロ件なんですよ

ね。今もおっしゃったやつがどういう形で出てきたのかわかりませんけど、実際に町が

直接の施策の中で、直接生まれてきた移住っていうのはゼロ件。だから、こういう状態

であるということを認識していただいて、やっぱり相談のあり方、窓口、そういう部分

を再検討してほしいという気がいたします。

そういう中で、以前の一般質問で提案したんですが、実際に移住する方の転入転出時

のアンケート、意向調査、これは強制的じゃなくて協力いただける方には、それをとり

ながら、うちは何が欠けてるのかなと、そんな部分を見つけてほしいということを以前

に申し上げたんですが、いかがなもんでしょうか。また、空き家っていうのは持ち主が

おって税金がかかる分がたくさんあるんですが、空き家の持ち主に対して、例えば税金

の納付書を発送するときに少し案内を入れる、そんなことは不可能なんでしょうか。聞

いてみたいと思います。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） その辺の実態については、担当課長よりちょっと報告をいただ

きます。

○議長（中井 勝君） 水田商工観光課長。

○商工観光課長（水田 賢治君） アンケートにつきましては、９月の議会のときにも取

り組みたいというふうに御答弁をさせていただきました。特に、但馬の中でも朝来市と

か先進でやってるところもありまして、その効果が出ていると思っております。地域お

こし相談員と協力をしながら、今どういうアンケートの中身にするかとか、それから窓

口が特に転入転出の多い時期というのは、少し担当の点担にもふえますので、その実施

をするタイミングとかをちょっと今はかっておるところでございます。以上です。

○議員（11番 中村 茂君） 納付書どうですか。

○議長（中井 勝君） もう一回、１１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） 空き家バンクで、登録件数が伸びてないということがあ
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るようでして、一つ伸ばす意味で、空き家を持っておられる方、税金の納付書を発送す

るわけですから、特に町外の方が多いんですけど、そこに空き家バンク、こんな制度が

ありますよというような御案内を一つ入れるということは不可能なもんでしょうかとい

う質問です。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 対応はできると思います。ただ、これまでの取り組みの実態の

中では、なかなか空き家を貸していただけるということに対して、同意といいますか、

合意形成ができないという、仏壇があるとかいろんな状況があるようでありまして、な

かなか担当職員がそういう交渉をするんですけど、実態は空き家があっても難しいとい

う、そういう状況があります。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） 多分、多くの町を離れて時間のたった人っていうのは、

あのふるさとの家どうしようかなとか、そんな思いを持ってる方たくさんある。これか

らどんどんそういう人がふえるんじゃないかなって気が。だから逆に、向こうからバン

クのことを教えてくださいっていうような問い合わせがあるような、誘導としてこうい

う御案内を入れとく。たくさん書いたものはいけませんよ、もう簡単に。相談をお受け

しますよぐらいでしてほしいなと、そういうことを申し上げておきたいと思います。い

ずれにしてもアンケートも前向きに対応していただけるようですので、様子を見たいと

思います。

次に、移住ということについて申し上げたいと思いますが、現在の移住については、

暮らし方の選択としての地方ということが浸透してるようでありました。３０代、４０

代の地方移住が大変活発になっているという現実。また、現在の移住層は子育て世代と

も言われております。本町のターゲットはどこにあるのかということと、今までの実績

の中で、効果的な事業っていうのは何かあったのかどうかっていうことを確認したいと

思います。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） まず、住みたい田舎ベストランキングでは、新温泉町はなかな

か上位にランクされてないという、そういう現状がある中で、なかなかまずホームペー

ジなどでもヒットをしていただけないという、そういう現状があります。そういった中

で、非常に施策の、何ていいますか、優遇策、補助制度が少ないとかいろんなこともあ

って、なかなか、まず選んでいただけない、そういう大前提の中で、我が町の移住定住

策が図られていると思っております。実績につきましては、担当より御報告をいたしま

す。

○議長（中井 勝君） 水田商工観光課長。

○商工観光課長（水田 賢治君） 移住のターゲットとしましては、基本的には若い世代

というものに来ていただくのが一番いいのかなと思っていますが、この田舎暮らしの調
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査とかで見ますと、当町におきましては、やはり自然、それからシニア世代が住みやす

い環境だということで、高い評価を得ているようであります。特に、自然といいまして

も、今、日本全国同じような視点があるわけですが、当町につきましては温泉がござい

ます。温泉というのは、やはり移住相談のことで大阪とかに出向いていっても、やはり

関心を示していただけるところでありますので、そういうところの興味のある方に特に

ターゲットを絞って向かいたいと思っております。また、政策として効果があったもの

につきましては、やはり定住促進の助成事業、こちらがあると思っております。以上で

す。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） 今の答弁の中で、住みたいまちランキングのことがあっ

たんですが、宝島社の「住みたい田舎」ベストランキングでありますが、２０１９年の

総合ランキングで、鳥取県鳥取市が大きな町の部分、１０２人以上の町ですが、連続１

位を獲得してるってことがあります。小さい町では６位に養父市、１０位に朝来市、本

町は何位だったのかなということ。逆に本町に何位ですよって通知があったときに、そ

れだけなのか、もっとコメント何かついてんのか。その辺があれば教えてください。教

えてもらうにあわせて、この鳥取市の施策の部分で、住まいのこととか仕事のこと、子

育て、結婚、趣味、健康、交通等８５項目の優遇策をもってして御案内してると。豊後

高田市は１０４個だったんですけど。とにかくそうして、生活の中の切れ目なく御案内

ができてる。そういう施策をちゃんと打ってる。こんなことが鳥取市を見た中では感じ

るとこがあるんですが、そういう町とのうちとの比較を、担当部署はしてるのかな。鳥

取市、最高点でなくても、例えば養父、岩美、朝来でもいいけど、そういう比較する中

で、うちはこうせんとあかん、だからこういう施策をつくるよ、そんなことを仕事とし

て向かってるかどうかっていうことを確認しときたいと思います。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 確かに議員がおっしゃるとおり、他の町との比較検討、非常に

重要だと思っておりますし、最も気になる部分であります。選んでいただける町になる

ということがやはり移住定住の大きな鍵になると思っております。先ほど宝島社の「住

みたい田舎」ベストランキングということでありました。これについては、この総合ラ

ンキング、新温泉町の分としてランキングはされていないというのが実態であります。

一方で、宝島社の近畿エリアランキングの中で調べた場合、総合で７位、それから自然

の恵みの部門で８位、それからシニア世代が住みたい田舎では８位にランキングされて

おりました。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） 確かに近畿地方の中ではそういうランキングだったと思

います。ただ、全国的な中でいえばランク外という形。そんな位置づけしかないという

ことがあります。近畿地方でいえば、隣のほうの香美町や朝来とか養父市なんかはもっ
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ともっと上ですから、そういうことをいえばまだまだ努力の余地があると、そういうふ

うに思います。

ここにそれぞれの町の移住定住の案内の冊子を持ってきました。どこを見ても、内容

を見てもよくできてる。これをちゃんと見たら、あ、住んでみたいなと、そんな冊子と

思うんです、私は。養父、朝来、これはＷＯＮＤＥＲ ＫＡＭＩという、香美町です。

あといわみ暮らしとか、鳥取市もあります、豊岡市もありますし。こういうふうなこと

を、これをつくらあと思ったらちゃんと施策を打って、それを載せていかんといけませ

んからね。まずは今、何が求められてるのかということをやっぱり明確にしながら、じ

ゃこの施策をって。人まねもいいけど、ちょっとうちはカラーが違うでっていうことを

含めてつくるべきという気がしますね。そしてこういうものがつくられてくると。もう

とってもショッキングなことなんですけど、キャンペーンなんかに行きますよね、移住

の相談会とか。組織的に全国大都市圏でやったりとかありますよね。そういうところの

実績っていうのは何かありますかね、どれだけ相談件数受けて、どんな対応ができたと

か、そんなもんってあれば紹介してほしいんだけど。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 先日、地域おこし協力隊員のこの移住定住の方とお話しする機

会がありました。東京などに行っていただいたり、関西圏も行っていただいております。

その相談会、関東では全く成果はない。近畿でも、相談者は来るけど非常に、何ていい

ますか、成果は極めてない。そういうことを聞いております。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） そういう状況というのが、私も聞きました。それとショ

ックだったのが、何をもってうちを売ったらいいんでしょうかねと。要は、よそはこう

いうような刀や武具を持って、さあ、どうだいっていって言えるじゃないですか。でも、

うちはいつも丸腰なんですよと。持っていくのは観光パンフレットぐらいで勝点しとん

です、ほかと。これとね、観光パンフレット、勝点ですわ。こんなもん、悪いけど全然

話にならんです。だけえね、僕はもう行きたくないですわ。そんな仕事をさせとるんで

すよ、本当に。いや、本当にやる気なくて、もう帰ろうかなっていう、僕だって気にな

ります。だから本当に、底辺の一番末端の状態をちゃんと町長、見てくださいよ。町長、

するするで言っても、できない仕組みが今、現存しとるじゃないですか。仕組みという

か、その辺はいい返答はいただけますけど、じゃあ実際はどうなんだい。もう自己点検

なりチェックをしてほしいですね、求めておきたいと思います。

そういう部分で、時間が気になりますね。移住定住の推進というのは、本町で生活す

るための環境整備、すなわちまちづくりになると思います。現在進行の４つのプロジェ

クト、情報、包括、温泉、土地、これに移住定住を加えるべきじゃないかなと。一つの

例として、農業委員会が出てきました。なぜでしょう。土地つき住宅、空き家バンク、

こんなことで、要は土地を始末しようと思ったら農業委員会の手続が要る、そんな事例
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もあるんですよね。ですから、一つのプロジェクトでいいプランをつくるようなことを

ぜひ提案したいんですが、いかがでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 移住定住、これまで手薄だったと思っております。それは、兼

務でやっておったりいろんな、専任がいなかった。そういうこれまでのあり方が、やは

り移住定住の非常に手薄い状況になってると反省をいたしております。プロジェクトチ

ームをということでありますけど、現在、５つ、４つって言われたんですけど、議員。

５つプロジェクトチームを立ち上げて推進を図っておりますので、６つ目として移住定

住チーム、これについては人材確保も含めて、今の中でやれるかどうか、そういったも

のを改めて検討させていただきたいと思います。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） それがある程度まとまったら、一つの大きな、これがう

ちの町の推進だというふうに示してほしいですし、ぜひＰＲの中でＡＩ、まだこれは余

り町では取り組んでないですね。僕の知ってる会社は移住定住エリアというような商品

をつくって、これは単なる移住定住の御案内ではなくて、観光の御案内、外国語に対応

したような御案内ができる、そんな商品もあるようでありますし、ぜひＡＩなり、そう

いう観点から、より一層の推進を求めておきたいと思います。

次に、観光の拠点整備は官民一体で推進というテーマのもとで質問いたします。おん

せん天国の推進事業は、住民や関係する組織団体と一体となって推進すべしと、そうい

うふうにずっと意見しておるとこであります。きのう同僚議員のおんせん天国の目標値

で、観光客５０％アップは３０年度起点で令和４年度で達成と、そういうふうに僕は理

解しておりました。これはたしか僕が町長から引き出したもんだと思ったんですが、そ

れがきのうの答弁の中で、令和６年目標というようなことを言われました。これどうい

うことなんでしょうかね。僕は真剣に聞いたつもりなんだけど、ほんなころころころこ

ろ変えてもらうもんじゃないと思うんですが、いかがでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） いいかげんに申したわけではないんですけど、そのときの思い

の中で、一刻も早い１５０２人を達成したい、そういう思いの中で述べさせていただき

ました。令和元年度、それから切りのいい令和、それから国道、高規格道路が６年後に

完成する、そういった思いもありまして、それと並行するような形で変更させていただ

いた、そういう状況でありますので、御理解いただきたいと思います。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） 変えるのはいいんですけど、今おっしゃったようなこと

をちゃんと説明して、もう２年延長するよ、目標達成のために、いろんな諸条件変わっ

てきたしというふうに説明してほしいですね。いや、ちょっときのう言ったこととは違

うでって、そういう簡単なものじゃない気がしますし、そういう簡単に進めてほしくな
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い。だから１年で１０２人っておっしゃいました。じゃあ１０２人をどうしてするの。

おんせん天国おんせん天国って言ってたら１０２人ふえるっていうことないと思います

ね。そういう部分では、おっしゃることに対するバックをちゃんと持ちながらやってく

ださい。そのほうがよくわかるし、みんなもようわかると思います。天国の推進がだめ

って言ってないですよ。そういう進め方してほしいっていうことです。

それで、本題に返りますけど、湯村はやっぱり本町の観光の拠点という気持ちを持っ

ております。そういう中で、観光経済新聞社、「にっぽんの温泉１００選」において、

湯村温泉の評価が下がっているという感じがいたします。町長は、もしごらんになった

とすればどう感じられますかということと、こんな状況の中で、官民と対策をもってし

て向かってほしいということやら、官民含めて共通理解されて物事が進んでるのかなと、

そういう部分を聞きたいと思います。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 町並み、それから人口減少、観光客の推移、宿泊客の動きを見

ますと、非常に新温泉町の魅力たくさんあるんですけど、生かし切れていない、そうい

ったものが原因で宿泊の減少なり町並み整備が少しずつ、何ていいますか、後退してい

る、こんな感じを持っております。この活性化の鍵は、やはり温泉だということを思っ

ております。先ほど移住定住の話もあったんですけど、大きな鍵になるのは、やはり温

泉配湯、温泉地区、それから浜坂地区に移住定住した場合、５年間温泉使用料、基本料

金無料、こういったところが大きい鍵に、キーポイントになると考えております。そう

いった町の特徴を、やっぱり施策の中できっちりと打ち出していって魅力を高めていく、

それが結果的には観光客の増にもつながり、そして人口増にもつながっていくと考えて

おりますので、より現在、町の中心であるこの温泉を軸にしたまちづくり、そしてすば

らしい地元の産品、こういったものを絡めた中で、より魅力ある、来ていただけるまち

づくり、こういったものを目指していきたいと思っております。ランキングが下がって

いるということについては、いろんな、湯村を見ても浜坂駅前を見ても、商店数の減少

などで目で見てわかるという状況もありますので、そういったところを重点的に町並み

整備、力を入れてやっていきたい、そんなふうに考えております。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） 観光経済新聞社の情報はとられましたか。この「にっぽ

んの温泉１００選」は、旅行会社なりそういうプロの目から見た温泉地のランキングで

ありまして、雰囲気やら見どころ、体験やら、泉質やら、郷土の食文化なり、そういう

部分の中で決まっております。上位には草津、別府、下呂、指宿、道後、有馬、全国の

有名温泉地が軒を並べておるんですが、湯村は現在、２０１８年度で８４位であります。

２年前は６４位でありました。湯村の最高値は１９９１年、平成２年の２９位が最高で

あります。近場では皆生が６７位、７８位が６７位に上がってます。三朝は３７位が４

０に下がってます。城崎は大体毎回１０位前後で推移しております。１位は草津が１３
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年連続で１位です。こういう中で、湯村にちょっと特化して申し上げておるんですけど、

やっぱり観光の中心地が衰退すれば、ほかも同じように下がっていくと、そんなことが

言えると思いますし、そういう点からちょっと湯村に特化してるわけですが、このよう

な状況を観光団体なりと意見交換するような機会はあるのかということやら、新しくで

きた組織、観光団体を盛り上げる絆コンファレンス、こういう方々と話し合いはされて

いるのかどうかということを聞きたいと思います。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） できるだけそういった温泉地の方々とお話し合いをしたいとい

うふうなことで、この先々月ですか、東京でありました全国名湯１００選、こういった

環境省主催の講演会にも行ってきました。僕も５分間しゃべれということで、しゃべら

せていただいて、草津の担当課長も横に座っておったんですけど、いろんな会話の場を

持たせていただいたと思っております。また九州の温泉地で有名な市長さんともお話を

させていただいて、いろんな機会をつくって、今後、新温泉町のＰＲ、温泉のよさを訴

えていきたい、結果的に新温泉町に来ていただきたいということで、熊本の市長さんと

もお話しさせていただきました。一度、新温泉町に行きたいなということで、名刺交換

もさせていただいておりますし、いろんな人脈づくりをすることによって、より町の魅

力を高めていきたい、そんなふうに思っております。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） そういう努力は評価しますし、いいと思うんですが、実

際にこの町の観光にかかわっている人たち、団体、そういう方たちの意見交換なり、そ

ういう機会を聞いておるんです。おいでいただいて、外から、何だい、この程度かいじ

ゃ困りますから。サービスを含めて、そういう観光地としての観光地づくりっていうの

は、地元の方々にお願いせんなんもんがあります。そういう方々とのお話し合いとか、

そういうことはされてますかという質問ですが。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 今のところは七釜の旅館組合とか、そういった地元がメーンで、

近隣のそういう組織とはほとんど話し合いの場はつくっておりません。今後やっていき

たいと思います。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） 近隣というよりは我が町の、七釜もいいですけど、湯村

もありますし、浜坂お宿組合もありますし、そういう方々とやっぱり定期的なというか、

やっぱり話し合いをして、よりよい観光地づくりについて意見交換しながら進めてほし

いですね、町長の得意な分だと思うんですが。

これは既に情報として入ってるかもわかりませんが、湯村の旅館が冬季の誘客対策と

して、免許返納者とか、積雪があって道路運転したくないというか、そういうお客さん

に対して、全但バス料金の一部を点担する割引利用を進めております。１月から実施す
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るようですけど、これについては承知されておりますか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） ちょっと承知をいたしておりませんので、担当課長より答えて

いただきます。

○議長（中井 勝君） 水田商工観光課長。

○商工観光課長（水田 賢治君） 私どももちょっとまだ承知をしておりません。

○議長（中井 勝君） 岩垣企画課長。

○企画課長（岩垣 廣一君） 交通対策の会議の中で、いろんな路線の話があるんですけ

れども、バス会社からそういったお話は聞かせていただいております。ただ、その補助

の内容とか、細かいとこまでは聞いておりませんけども、今、交通対策とあわせて鳥取

路線、あるいは観光への配慮というのもあわせて協議をさせていただいておりますので、

その中の一つとしてそういったお話がバス会社からもあるというところでございます。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） 大変残念なことですね。観光の担当部署は知らない、町

長はもちろん知らないということで。でも本当に意思疎通というか、非常に悪い気がし

ますね。商工観光係長は多分知っとるゆう気がするんですが。ホウレンソウじゃないけ

ど、もう少しその辺の情報がうまく入るようにならないんですか。だから要は、日常か

ら問題に対する取り組み方がちょっとずれとると違うかなと。実際、現場の様子を聞い

たりとか、どんなこと考えとなるだなとか。そんなその話ができる、これ簡単なことで

すよ。相手は補助団体であったり、本当に関係する団体じゃないですか。もう少し仕事

の仕方を考えてほしいですね。特に温泉地域、湯村地域は、本庁が観光課の主で進めて

くれとりますので、支所はこの春から手離しましたから。余計、だから離れてる部署に

対してアプローチしてほしいんですよ。どうですかって。そんなことをしながらやっぱ

り観光伸ばしましょうよ。非常に残念でしようがない。

まあ、行くところ、旅館なり、またバス会社で進めてるようであります。これが一つ

町が絡めば、三方一両損じゃないけど、みんなが協力し合ってお客さんのバス代がちょ

っと安うなる。そんなことができたら最高だと思いますし、ぜひ、今から言ってできる

かどうかわかりませんけど、そういう気持ちで官と民と一緒になってやるという、そう

いう観光地づくりをしてほしいなと、そういうふうに思います。

そういうことで、あ、うそだ、失礼しました。ことしは地域力創造アドバイザー事業

を導入されておりまして、事業推進をされております。僕は外から見とる中では、よく

ワークショップをやったりとか、そんなことをされておりまして、とっても楽しみにし

とるんですが、その辺の進捗なりを教えていただければと思います。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 総務省が推奨するアドバイザーに来ていただいております。現

在、講演を２回、それから会合、地区住民、それから観光関係者、民宿の方々など、関
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係者に４回ほど集まっていただいて会議を行っております。テーマごとにワークショッ

プを開いて、アイデアを出していただいておるという現状であります。例えば外観整備、

それから河川活用、それから道の駅のあり方、それから空き家活用、それからその他推

進のソフト事業、こういった点について皆さんから御意見をいただいておるというのが

現状であります。結果として湯村温泉街の町並み整備のあり方などに反映をさせていき

たい、そのように推進を図っている途中であります。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） 何回かワークショップもされて、僕はいい評価しており

ます。要は、そこから出てきたものが本当に生かせるかどうかということ。だから、そ

の辺についてはどういうふうに考えてるかということを聞いておきたいと思いますし、

景観から見てのまちづくりっていう部分で言えば、湯村温泉の誘導案内板整備事業なり、

湯村歌長線改良事業、この分がたしか事業、ことし継続事業でやっとると思うんですが、

これの動きもあわせて教えてほしいと思います。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） いろんな御意見を生かすために、今後そういった意見の生かせ

る部分から具体的に推進を図っていきたい、そういう思いで取り組んでいきたいと思い

ます。

それから、看板などの設置の件であります。本年度３件を予定しております。一つが

朝野家旅館横の町道や八幡神社線の階段部分の改良、それから２つ目に、公営駐車場や

観光施設への誘導案内板の設置、それから３つ目が、歌長湯村線の道路の舗装工事、こ

の３つを予定いたしております。まずは、町道八幡神社線、この階段部分の改修につい

ては、昨年度からの繰り越し分と、それから今年度施工分あわせ１１月に入札を行いま

したが、不調に終わっております。再度見直しを行い、工事を年度内に発注、完成を予

定いたしております。また、誘導案内板設置については、地元の意見交換の中、デザイ

ンなどを修正し、道路の舗装工事も含め地元との調整会議を行い、これも早期に完成を

させたい、そのように考えております。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） ある分では、今進めてる地域力創造アドバイザー事業な

りとの関連が多くあるという気がするんですが、その辺はいかがでしょうか。年度内完

成って、もう１２月ですよ。これ雪が降るし、冬にお客さん多い中で、工事がたがたし

て、あんまりええ環境じゃない、してほしいのはしてほしいからしてもらったらええん

だけど、その辺のちょっと工事段取りのことも聞いてみたいと思います。先ほどのアド

バイザー会議でのワークショップなり、あの辺とのかかわり方っていうのどうかなとい

うこともあわせて教えてください。それからもう１点、申しわけないです。アドバイザ

ー会議の事業の成果として、今できること、少し先にできること、大分先に、いろんな

条件があるから。そんな形でちゃんと報告ができるんでしょうか。その辺も明確にして
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ください。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） このアドバイザーの件でありますが、現在、先々週、まだ４回

目が終わったところで、現在取りまとめをいたしております。御報告を近々にしたいと

いうぐあいに思っております。それから今後の予定については、担当課長より説明をさ

せていただきます。

○議長（中井 勝君） 山本建設課長。

○建設課長（山本 輝之君） 議員御指摘の湯村温泉誘導案内看板などの工事につきまし

ては、湯村温泉街なみ環境整備事業で行っているとこでございます。湯村の中で道路舗

装や側溝、階段の傷みが激しいということから、修繕の工事が必要ということがござい

ました。その中で、せっかく工事するんであればということで、歴史と伝統のある情緒

のあるこの湯村温泉の町並みを大事にしながら、来訪者が町歩きを楽しめるような環境

整備をしていきたいということで、平成３０年度から始めまして、調査等を行って、ハ

ード事業を中心に行ってきたとこでございますが、このたび吉田先生と地元のほうでや

っております町並みを検討する会ということで、検討のほうが進んでおりますので、で

きるだけその検討内容が反映できればという思いで、この事業を、ハード事業でござい

ますが、年度の後半に持ってくるということでおくらせてもらってるところでございま

した。ただし階段につきましては、昨年から予算を組んでおりましたので、入札をしま

したけども、昨年も不調に終わりまして、本年度も１１月に階段全部ですけども、全て

の修繕を一本にして工事を出させていただきましたが不落ということでございました。

そのため、内容をもう一度検討いたしまして、早期に発注して年度内の完成ということ

で進めていきたいと思いますし、その看板等につきましても、この１２月に調整会議を

地元と開きますので、それを最終決定として工事を発注したいと思っております。年度

内完成に努めてまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） 段取りよくやってください。

観光の部分を申し上げとるんですが、観光はるるぶ、見る、食べる、遊ぶが基本要素

であります。景観の視点からのまちづくりはありがたいことでありますし、しかし食べ

る場所ということも重要であります。湯村に帰るたびに静かになっておると、という町

の出身者がおりまして、あんたら何とかせんかいなって僕も叱られたとこであります。

特に中心部で食事場所がない、中心部３軒は以前はレストランなどを営業されておりま

した。その設備は使用可能な状態にあると思いますし、ぜひ空き店舗、空きレストラン

をチャレンジショップというような制度で応援ができないのかなと。家賃補助、宣伝だ

とかそういう経費を補助したると、そんなことができないかなということを提案してい

きたいと思います。また、ほかの制度でも創業支援とか、そういう部分の幅を広げてい

ただくとか、そういう部分からしてこの応援できる仕組みをつくってほしいなという気
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がいたします。それに至るまでは誘致、中町のあたりにある中華料理屋とかすし屋さん

とか、ああいうほうにお客さんが、ありますよというような御案内なりも積極的にして

ほしいなと。湯村に行ったら食べるとこもなかったわや、これは本当にダメージなんで

すよ。ぜひその辺の取り組みをお願いしたいと思います。

それともう一つ、この中心部の店舗ですけど、大体閉店が午後６時ごろなんですよね。

だから午後６時以降は全くお店があいてない。赤字までしてっていうことは言いたくな

いんですけど、例えばせめて中心部の３軒、町長とかかわりのあるお店もあるんですけ

ど、交代で週末あけるとか、何らかの策をやってほしいです。行政がするんじゃないか

ら民間にしてもらうやつですからね、ちょっと難しい分もあるかもわからんですけど、

それでもやっぱりお願いしてほしいなと。ぜひそれを進めていただきたいと思います。

今までの部分でいかがでしょうか、答弁を下さい。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） チャレンジショップなり、１カ月とか３カ月とか１年とか、試

験的に食堂、レストランを、カフェをオープンさせる。そういった制度、各町でやって

るということをよく聞いております。具体的にはそういう空き店舗をお借りして、そし

て新しく事業を起こしたい方々に提供するという制度でありますけど、具体的に言葉ば

っかり、頭の中で考えておっても、なかなか推進が図れないということもあります。行

動に移すようにやっていきたいと思います。

それから、湯村温泉の、本当に６時ごろで閉まった後真っ暗で、本当に歩くのも寂し

いという現状もありますので、そういった点、いろんな面で地域の方々の協力もいただ

く必要があると思いますし、これまで旅館の中で全てを消費していたというふうないろ

んなこともあると思います。そういった旅館の方々との連携、協力、こういったもんも

やる中で、町に活気を取り戻すように頑張ってみたいと思います。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） 期待します。

それから、この秋に、１０月ですか、健康と温泉フォーラムによって名湯百選に選定

されました、湯村温泉ですが。１０月２４、２５日でしたかね。フォーラムの三友会長

の講演会もあったとこであります。同会の終わりにリフレッシュパークゆむらを厚生労

働省の健康増進施設の認定について、合田理事長に若干時間を持っていただいてお話を

させていただきました。合田理事長いわく、今がチャンスですよと、ぜひ申請されるべ

きだと、そんなアドバイスを受けたとこであります。必要要件を整理して、ぜひ申請し

てほしい。この制度に乗りますと、医療費として見られる部分もありますし、入院なん

かも温泉を使いながらのそういう健康増進、これも対象になるようでありますし、ぜひ

そういう認定を受けた施設にしていくように申請をお願いしたいと思います。後で答弁

下さい。

それから、近年、サイクリングが人気のアウトドアスポーツになっております。背景
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には自転車活用推進法がありますが、この法律御存じでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） まず、健康増進施設に認定をということであります。現在、リ

フレッシュパークの温泉入浴指導員が１名、資格を取りました。こういった資格がある

ということが認定の条件になっておりますので、そういったところを、これ以外にも認

定条件があるようであります。そういったところをクリアする中で、認定条件を整えて、

そういう健康増進施設に認定していただけるように図っていきたいと考えております。

それから、サイクルツーリズムにつきましては、兵庫県で交流人口をふやす目的とい

うことで、サイクルツーリズムを推進することになったようであります。１０月１８日、

但馬地域のモデルルート推進協議会を発足いたしております。但馬内のモデルルートは

現在２つでありまして、今までからサイクリングの大会が開催されていたルートを設定

いたしております。１つはコウノトリチャレンジライドルート、主に豊岡を中心とした

コース、もう一つが銀の馬車道・鉱石のルートで、養父市、朝来市を中心としたルート、

この２つであります。また新温泉町におきましては、このコウノトリチャレンジライド

ルートと鳥取県をつなぐルートとして、今後広域連携ルートになる予定となっておりま

す。以上であります。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。残り時間が少なくなってます。

○議員（11番 中村 茂君） 自転車活用推進法に基づいて、今、県では計画がなされ

ておりまして、その一つがこのやつだと思います。私はこれを見たときに、うちだけ置

いていかれてるなと気がしました。南但あたりで西向きも香美町あたり、香美町もぎり

ぎりまで。うちだけ何で置いておかれるのかなと。これに対して、１０月１８日の会議

で何か申されましたか。どっちかっていうと、何だ、建設部署の会議みたいな感じがし

たんだけど、何か発言されましたか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 新温泉町でもこれに取り組む必要があるということで、このル

ートを拡大をされることになっておりまして、我が新温泉町もこのモデルルートに設定

される可能性ということで聞いております。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） 二の次っていう感じがしますね。そういう部分で、１２

月３日の神戸新聞では、自転車ツーリズム北播磨の拠点、サイクルステーションの整備、

このような動きもある。もう一つ、鳥取県が整備を進めるサイクリングルート、鳥取横

断道、鳥取岡山接続で岩美町の兵庫県境からＪＲ境港駅１５０キロ、これは中国知事会

が推奨する日本海沿岸広域ルート。最終的には下関までつなぐというような、こんな構

想があるようであります。ぜひ、私どもはこちらとの橋渡しができるような逆提案を兵

庫県に対してしてほしいなと。それでもって広域連携ルートと言えるんじゃないかと。

ぜひその辺の取り組みをやってほしいという気がいたします。
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それからもう１点、来年は合併１５周年になります。そういう部分で、合併５周年は

何もできなかったという記憶があります。合併１０年は夢ホールで式典やったり、小・

中学生の作文コンクールの発表とか、民俗芸能の発表会がありました。記念事業という

ものは、やっぱり歴史を刻むものでありますし、そういう部分では、今から準備して予

算をつけて、やっぱりみんなが喜ぶような事業をぜひ検討してほしい。ああ、１５年た

ったな、よかったな、そんなことが響くような事業を求めておきたいと思いますが、い

かがでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 現状では１５周年の記念式典の予定はしておりませんが、１５

周年記念イベント、冠をつけるイベントなど、そういった機運を高めていきたい、その

ように考えております。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） 時間が１分になりました。

最後、総じて申し上げたいと思うんですが、ぜひ、観光の部分ですが、町一丸で新温

泉町版のＤＭＯを組織して、町のグランドデザインやら、総合的な誘客推進なり、そう

いうものを図ってほしい。とにかく一丸でチーム新温泉の中で、いろんな力を合わせな

がら、この町をもっともっと元気な町にしてほしい、それを申し上げて一般質問を終わ

ります。ありがとうございました。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 県庁から一番遠い町、新温泉町であります。一方で、そのメリ

ットもたくさんあります。人脈もあります。それから町の宝、温泉を軸に、本当に海、

山、温泉、こんなすばらしい町はないと思っております。この資源を生かして、もっと

もっと魅力ある、町外からどんどん人が来ていただける、そんな町になるよう頑張りま

す。

○議長（中井 勝君） これをもって中村茂君の質問を終わります。

○議長（中井 勝君） 暫時休憩します。

午後３時１９分休憩

午後３時３５分再開

○議長（中井 勝君） 休憩を閉じ、再開します。

次に、５番、浜田直子君の質問を許可します。

５番、浜田直子君。

○議員（５番 浜田 直子君） ５番、浜田直子です。議長より許可をいただきましたの

で、質問させていただきます。

町民の温泉利用促進についてお伺いいたします。おんせん天国としていろいろな取り
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組みが行われています。積極的に広報もされていて、好評のように感じます。特に、全

国でも珍しいおうちで温泉は、まさしくおんせん天国そのものです。できれば給湯範囲

を広げていただけるとありがたいです。そのように希望いたします。ですが、すぐの実

行は難しいと思います。温泉給湯のない地域の家庭では、地元の温泉に行く機会は、家

庭によりまちまちになりますが、近いからとしょっちゅう行かれる方もおられると思い

ます。また反対に、地元の温泉施設に行ったことのない方もいらっしゃるのではないで

しょうか。温泉配湯のない地域の方にも、町内それぞれの温泉のよさを身近に感じてい

ただくことが、おんせん天国の住民として、まず一番大切なことではないでしょうか。

住民の方たちが温泉のよさを実感してこそ町外の方たちへもＰＲできるのではないでし

ょうか。町民の皆様の口コミこそが一番信用でき、効果のある宣伝、ＰＲになるのでは

と思います。そのためには、まずもって温泉配湯のない地域の方も十分に新温泉町のそ

れぞれの温泉に入ってよさを知っていただく。知っておられる方は温泉を続けることの

よさを体験していただけるように、気軽に町民が利用しやすくなるよう優遇される対策

を求めます。あわせて、サウナのない施設に設置希望の声もあります。温泉施設の入場

券は、できれば１週間、１カ月、半年間、１年間などの町内の温泉施設共通パスポート、

家族連れの利用しやすい家族券、親戚が集まったときの親戚まとめてお得券のようなも

のがあれば、利用頻度もふえ、温泉のよさを理解していただけると思いますが、どのよ

うにお考えですか、お伺いいたします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 新温泉町は温泉に恵まれた町であります。町の持っている最大

のこの財産、この温泉を住民生活、それから観光、それから健康、いろんなエネルギー

の利用に使える、すばらしい財産だと思っております。今、御質問があったように、こ

の町の温泉のすばらしさ、まず町民に享受をしていただく、それが一番大事ではないか

と考えております。そういった意味で、今、３カ所、主に浜坂エリア、それから七釜エ

リア、湯村エリアで入浴できるわけでありますけど、これを少しでも多くの地域に温泉

の恵みを享受していただけるような、そういう政策をやっていきたいと考えております。

先ほど御提案のあった温泉入浴券、共通入浴券でありますけど、現在、町内６つの温泉

施設で共通温泉入浴券をつくって利用させていただいております。特にイベントなどで

利用をいたしております。また、共通チケットについても、現在、来年度になるかもわ

かりませんが、おんせん天国室で共通チケットをつくったらどうかということで検討を

いたしております。例えば当地、新温泉町に勤務をしていらっしゃる方、それから先日

も宇野雪村賞で受賞で町外から来られた方、そういうつながりのある人たちにこういう

共通チケットを持っていただいて、よりファンになっていただく、そういうつながりを

持っていくということで、こういう共通チケットのあり方についても検討していきたい、

そのように考えております。

○議長（中井 勝君） ５番、浜田直子君。
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○議員（５番 浜田 直子君） 共通チケットということですけど、具体的にどのような

ものでしょうか。また、それはなぜ知らない方が多いというか、私も知らないですし、

ＰＲはどのようにされていますか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 現在、６つの温泉施設で使っている共通入浴券、これはイベン

トなどで利用させていただいておるということで、これをもっともっと範囲を広げて、

例えば土木事務所であるとか、美方建察などで町外から勤務されている方、こういった

方にも町民と同じ料金で温泉施設を利用していただける、そういうチケットっていいま

すか、カードを持っていただく。そういうことによって知人、それから家族、こういっ

た方々がどんどんどんどん新温泉町を訪れていただく、そういうきっかけづくりにもな

る、そういう思いで５年後、１５０２人を目標にしておりますし、そういった意味でも、

将来の、未来のお客さん、観光客、そういったものをつくる、そういった一環で推進を

図っていきたいな、そんなふうに考えております。

○議長（中井 勝君） ５番、浜田直子君。

○議員（５番 浜田 直子君） そのチケットもすばらしいと思いますが、今現在住んで

おられて、給湯設備のない一般住民の方が利用できるという券ではないわけなんですね。

そういったような券のことをお尋ねしてるんですけど。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 現在、リフレッシュで年間会員券などをつくって御利用をいた

だいております。毎日行けば１回当たり３０円ぐらいで入れるという制度も現在あるわ

けでありますし、そういった制度をほかの施設でもできないか検討をしていきたいと考

えております。

○議長（中井 勝君） ５番、浜田直子君。

○議員（５番 浜田 直子君） そのようにしていただくことで、町民の皆さんが、町外

の方へ直接ＰＲしていただける気持ちがふえると思います。なるべく早く、そうやって

年間パスポートがどこでも使えるように、前向きに検討していただくよう期待します。

また、はるばる町外からお越しいただいた方たちに対しましても、できればいろんな

温泉施設をめぐってみたいと思われる方も多くいらっしゃるようです。そう思われる方

々がおんせん天国を広く理解していただくために、先ほども同じようなことを言いまし

たが、温泉めぐりの、これは城崎温泉のような１日パスポートを発行されてはどうでし

ょうか。そうすることにより、いつもと違う温泉にも行っていただくきっかけになると

思います。そして、それぞれの温泉のよさ、違いを体験していただくことにより、新温

泉町の温泉を気に入って何度もお越しいただけるように、町外の方にも１カ月、半年間、

年間の町内温泉施設共通パスポートも考えていただきたいですが、お考えをお聞かせく

ださい。

○議長（中井 勝君） 西村町長。
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○町長（西村 銀三君） かつて湯村温泉でも７つの湯をめぐるということで、旅館、そ

れから薬師湯、リフレッシュなどを中心に展開した時期が数年前にあったんですけど、

一般客が一般の営業されている旅館を利用することに対して、ちょっと利用方法に食い

違いがあったりして、現在していないということもあります。そういった民間の方々の

施設は無理だと思うんですけど、現在ある公営のできる範囲内の温泉めぐりは可能だと

思いますので、検討してみたいと思います。

○議長（中井 勝君） ５番、浜田直子君。

○議員（５番 浜田 直子君） 何ぼ温泉が好きでも、５カ所も６カ所も入るっていうの

はちょっと大変だと思いますので、二、三カ所でも十分ありがたいと思います。そのよ

うに前向きに着手していただければありがたいです。

湯村温泉の荒湯は広く楽しいので、時間を過ごすのには本当にいい場所だと思います。

そういったような場所が浜坂地域に、温泉に関して広くて楽しく時間を過ごせることが、

そういうようなスペースがないように感じています。できればそういった、広くてゆっ

くりできる場所があればという声を聞きますが、どのようにお考えでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） ゆっくりできるといえばユートピアが比較的、２階にも休憩所

もありますし、奥にも休憩所があります、１階の奥にも。そういうことで、ないという

わけではないわけですけど、湯村温泉に比べればそういった、駅前に足湯はあるわけで

すけど、なかなかゆったりと入って、それから会話をするという状況にはないと思って

おります。駅前の再開発のこともありますし、今後、街路整備の中で検討をしてみたい

と思います。

○議長（中井 勝君） ５番、浜田直子君。

○議員（５番 浜田 直子君） ユートピアとか、そういったような屋内のはどこでも自

由にというか、ゆっくりしていただけると思うんですけど、私が言いましたのは、やは

り荒湯のように外でテーマ的というか、ちょっと観光地的、浜坂地域の温泉街を感じさ

せる情緒というか、そのような時間がゆったり過ごせる場所がないと、ちょっと温泉街、

イメージできる場所が余りないというか、小さな泉源とかは確かにかわいいですけど、

やはり集まってゆっくりできる場所があればと思うので、そのようなところを期待して

るんですけど、どうでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） まちづくりの長期展望の中で、浜坂地区が温泉街らしくという

ことでありますけど、研究して、課題として勉強していきたいと思います。

○議長（中井 勝君） ５番、浜田直子君。

○議員（５番 浜田 直子君） そのように期待します。温泉街と、浜坂地区の場合は古

い町並み、これをセットというか、これが新しい感覚では、ちょっと浜坂地域では意味

がないというか、やはり古い温泉情緒、また温泉と、湯村とは違った浜坂なりの古い町
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並みを生かして、その上、おんせん天国である新温泉町の中の浜坂の味というか、古さ

を生かした独特のものを考えていただかないと、新しいものをつくってしまえばってい

うのではなく、浜坂本来の情緒を残したままの、そのような施設を考えていただきたい

のですけど、どうでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 浜坂地区の歴史や文化、そういったものとの整合性が温泉とど

うかみ合わせていくか、非常に難しいといいますか、おもしろいテーマだと思います。

僕も吉岡温泉とかあっちこっち行って温泉街見てくるんですけど、そういったところも

参考にしながら、研究をしたいと思います。

○議長（中井 勝君） ５番、浜田直子君。

○議員（５番 浜田 直子君） そのように期待いたします。また、海水浴に来られた方

が、キャンプとか来られたときに、気軽に利用できる琴引浜の露天風呂のような小さな

お風呂を、入浴目的っていうんではなく、気軽に遊び感覚のお風呂を、小さくていいん

ですけど、浜辺の近くか松林の近くあたりでつくっていただいたら、またおもしろいん

じゃないかなと思うんですけど、どうでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 先日ジオパーク館の１０周年の記念の講演会がありました。そ

の際、パネラーの方々の意見の中で、ジオパークの中に展望、２階に風呂をつくれとか

カフェをつくれとか、そういう御意見もあります。そういう意味で、現在、浜の近くに

は松の湯があるわけですけど、そういった地域に合った温泉、現在、松の湯とユートピ

アだけなんですけど、そういったところとのつながりも考えた上で、また検討、あくま

でもちょっと検討ということしか言えないんですけど、考えてみたいと思います。

○議長（中井 勝君） ５番、浜田直子君。

○議員（５番 浜田 直子君） そのように期待いたします。以前、同僚がジオパーク館

でということもありましたので、それも考えていただけるのもありがたいですが、先ほ

ども出ていました、具体的には私は、松の湯の近くの松林のほうで、そこでしたら近く

て、松林の中で温泉が引けるんじゃないかなと、そこにちょっと温泉があったら、子供

たちも海に入ったり温泉入ったりして楽しく遊べるかなとか、観光協会のやはり事務局

の近くのほうがちょっと目が届くのかなとか、そういったようなものがあれば、温泉地

らしい浜辺ということで、浜がちょっとお客さんが減ってるとお聞きしましたので、そ

ういったようなものも考えていただければありがたいと思いますので、期待しておりま

すけど、どうでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） おんせん天国らしいまちづくり、どこに行ってもそこいらじゅ

う温泉があるということはすばらしいことだと思っております。財源が必要になってく

ると思いますし、まちづくりの全体像の中でそういった、今、議員の御提案についても
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検討させていただきます。

○議長（中井 勝君） ５番、浜田直子君。

○議員（５番 浜田 直子君） 貴重な温泉を大切にしたまちづくりをしていただけると

ありがたいと感じます。多くの方々の町民の意見を取り入れた企画をされるべきと思い

ますが、いかがでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 駅前再開発も含めて、駅の足湯の利用、もっと足湯をふやせと

か、風呂をつくってほしい、駅の前に風呂を設置してほしい、そういう意見も駅前の商

店街の皆さんからも聞いておりますので、住民の方々の意見を基本に、この温泉のあり

方、考えてまいります。

○議長（中井 勝君） ５番、浜田直子君。

○議員（５番 浜田 直子君） そのように期待いたします。

次に、新温泉町の魅力周知と増加を期待し、男性、女性も活躍できる町となるような

対策についてお尋ねいたします。私は、多くの方々が実感されていると思いますが、新

温泉町は大変恵まれたいい町と思っています。おんせん天国のとおり、豊かな自然、海、

山、温泉、そしておいしくて豊富な食べ物、北前船、麒麟獅子初め、多くの伝統文化に

育まれた人柄、そして６年後につながる高規格道路により、鳥取、豊岡とも、以前に比

べとても近く便利になり、これからもますます改善され、豊岡、鳥取のほぼ中間地とい

う好条件で、どちらからも観光に来られる方がふえる可能性、あるいはベッドタウンに

なる可能性のある町と感じています。また、ぜひそうなるようにも努力し、対策をとっ

ていただきたいです。とてもよい町になるのではないでしょうか。

先ほどもありましたが、そのような恵まれた中にあっても、今は御存じのとおり、残

念ながら人口減少、少子化、高齢化が進んでいる現状です。当町のこれからの戦略次第

ではないでしょうか。今、その原因はさまざまあると思いますが、人口減少をとめるに

は、若者が当町の魅力を知り、理解し、当町に住みたくなるようにふるさと愛を育むこ

とも大切ではないでしょうか。そのためには、地域の中でさまざまな方たちとの触れ合

い、体験、交流などから、文化、伝統を通した教育から生まれる地元のきずなもありま

す。また、新温泉町の魅力を内外に向けしっかりアピールし、都市部からも知られる町

になることも必要と感じています。ほかにも多くの魅力のある町と思いますが、この新

温泉町の魅力を伝え広める対策は、どのようにされていますか、お尋ねいたします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 新温泉町の特性を生かしたまちづくり、それが魅力とつながっ

ていくと思っております。現在ある温泉を軸にした町、それから、やはり何よりも地元

に残っていただける魅力ある町にする必要がある。それには雇用の場であるとか、基本

的には働く場をいかに提言できるか、そこにかかってくると思います。町に魅力はあっ

ても、現状ではやはり８割方、高校生、町外に出ているという、そういった現状もあり
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ます。一旦はまた出て帰ってきたいという方もかなりいるわけですけど、実態はなかな

か働く場所がないために帰ってこれない、そういう町の厳しい実態があると思います。

豊岡市などでも、女性が残っていただく、女性が帰っていただく、こういう女性に力を

入れた、そういう雇用の場、活躍の場を力を入れているということを聞いております。

そういったところを参考にしながら、当町としても若い方々が残れる町に力を入れてい

きたいと考えております。

○議長（中井 勝君） ５番、浜田直子君。

○議員（５番 浜田 直子君） 豊岡市のとおりというか、豊岡市のことはまた私も後ほ

ど言わせていただこうと思ってましたので、その件は本当にありがたいです。それもで

すけど、まず新温泉町の、先ほどお尋ねした魅力を内外に向けてしっかりアピール、Ｐ

Ｒ、都市部からも知られる町になることも必要なので、そのことに対しての対策の強化

というか、これは多くの方が今までも言っとられると思うんですけど、具体的な対策は

どのようにされるべきとお考えでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 現状では、ホームページ、フェイスブックなどがメーンになっ

てると思っております。隣の町の香美町は、神戸市に事務所を置いて、担当職員を２名

置いて、ＰＲ活動、そういったものを、町の広報、ＰＲ、そういったものをされており

ます。そういった意味で、新聞社であるとか、いろんな広報する機会が多いということ

も聞いておりますし、それによってテレビや新聞に出る、そういうことも多いと。現在、

カニといえば神戸、県庁に行けば香住というのが先に出ます。なかなか浜坂が、非常に

カニでは実力はあるんですけど、ＰＲが少ないために香美町にとられているという、そ

ういった現状もあります。今後はそういった事務所を神戸に置くとか、そういったこと

もＰＲの一つにつながっていくと思います。やっぱり口コミ、それから人と人が接する

ことによって情報発信がより重みを増してくると思っております。ただホームページで

流しているだけでは、なかなか町のいいところも伝わっていかない面が多いと考えてお

ります。それから、ふるさと納税をやり始めたということで、ことしも１１月末現在、

０００以上のアクセスといいますか、申し込みがありました。そういった意味で、こ

れまでと違ってかなり新温泉町のＰＲにつながってるというぐあいに思っております。

そういったことで、よりふるさと納税の提案、商品を出していただける方、事業者の方

々にも出していただければ、さらに新温泉町のＰＲができると考えております。そうい

った意味で、このふるさと納税は町のＰＲに大きく寄与できているとも考えております。

そういった方向でやってみたいと考えます。

○議長（中井 勝君） ５番、浜田直子君。

○議員（５番 浜田 直子君） 神戸に事務所っていうのはすごく大胆というか、ありが

たいといえばありがたいんですけど、大胆で、いいアイデアだと思うんですけど、もっ

と地道に、新温泉町の子たちが都会に出たときに、どこから来たのって言われてもわか
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ってもらえる、新温泉町ってここですよって地図を持ってきて説明しなくてもわかって

もらえるような、そういったような具体的な対策っていうのは、何かないでしょうか。

ホームページとフェイスブックっていうことに力を入れてＰＲされているっていうこと

なんですけど、フェイスブックは楽しいというか、見させていただいてますけど、楽し

いですけど、ホームページっていうのはそんなに何年も前から変わってない現状ではな

いのかなと思うのですが、そういったようなところでの工夫のところを教えていただけ

ると、またそれにあわせて見させていただきたいと思うんですけど、ホームページの見

やすさとか、そういったようなところへの思いについてお伺いいたします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） ホームページの更新については、後で担当課長が回答させてい

ただきます。実は、子供たちが町外に出たりしたときに、ここの町の存在っていいます

か、町名も含めて、どうＰＲするか、知ってもらうかということであります。最近、東

京に私も出張でかなり行くんですけど、基本的にタクシーの運転手さんに新温泉町を知

ってますか、但馬牛知ってますか、神戸ビーフ知ってますか、浜坂知ってますかとか、

湯村温泉、夢千代さん知ってますかとか、そういうのをタクシーの運転手さんに聞くよ

うにしとります。新温泉町っていったらほとんどゼロです。一方で、夢千代、それから

但馬牛、これはかなり、但馬牛っていいますか、トランプさんが食べたりしたこともあ

って、但馬牛、神戸ビーフはほとんど運転手さん、知っている方が多いかったです。た

だ、新温泉は誰も知らんと、どこにあるかも知らん、そういう現状がありました。そう

いう中で、やはりＰＲをどうするかということは、新温泉の大きな課題だなということ

で、やはりＰＲする人、ホームページだけではだめだなということを思っております。

そういった意味で、町長みずからがやはりＰＲすることが必要だということで、できる

だけ外に出たら新温泉を知ってもらうような、そういう働きかけをしてきておるつもり

であります。

問題は、子供たちがどう新温泉町を他町の方々に知っていただくかということですけ

ど、非常に難しいといいますか、もっともっとテレビに出たり、それから有名な方が新

温泉町にはいらっしゃいます。そういった方々をやっぱりつながりを持って、新温泉町

出身だよと言っていただけるような、そういう場が必要かと思っております。かつて旧

温泉町時代に、実は僕、高校野球ついていったとき言われたんですけど、温泉高校って

何か芸者さんでも養成する科があるんですかとか、そういうことを何人にも聞かれたこ

とがありました。

○議長（中井 勝君） 町長、答弁長いですね。簡潔に答弁お願いします。

○町長（西村 銀三君） 実はそういうことで、名前と地域が合致するような、そういう

地域にしていくことが非常に重要かなといつも思っております。以上です。

○議長（中井 勝君） ホームページ。

岩垣企画課長。
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○企画課長（岩垣 廣一君） ホームページについてでございます。ホームページについ

ては、見やすさをできるだけよくするようにということで、日々努めているというふう

に考えてるところでございますけれども、近隣の市町等を見ましても、かなりホームペ

ージの画面自体を新しく変えているところもございます。ただ、かなり高額な金額をか

けて皆さんがやっておられる実態がございます。ホームページの更新も、来年に計画は

まだしておりませんけども、近々に当然する必要があると思っております。ただ、周り

と同じような形のものでは、やはり特徴が出せないのかなと思っておりますので、そう

いう特徴を出せるような形のホームページのあり方というのを考えていきたいと考えて

いるところでございます。

もう１点、知名度が低いということでございますけれども、また委員会資料でこのた

び出させていただく予定にしております。内容につきましては、またそちらでお話をさ

せていただきますけれども、新温泉町親善大使というのを設置して、知名度の向上とい

うのに取り組みたいと考えているところでございます。以上でございます。

○議長（中井 勝君） ５番、浜田直子君。

○議員（５番 浜田 直子君） 日本には当然市町はたくさんありますので、その中で目

立つっていうのは大変なことだと思います。そのように前向きに取り組んでいただける

ということをお聞きして大変心強く思います。ホームページも見やすく検討していただ

けるということで期待しています。

それとまた、９月の定例会でも質問させていただきました子育てハンドブックの件な

んですが、現在はこども教育課が担当されています。そのときに他市町のも見させて、

集めさせていただきました。そういった中で、健康福祉課のようなところで担当してい

るところもありました。内容を見ますと、妊娠前からの内容等が多くなっています。で

すので、できればそこの市のように、健康福祉課が担当されるべきとも思います。ある

いは、健康福祉課とこども教育課が協力し合って作成されるほうが、お母さんも一段と

わかりやすくなるのではないかと思いますが、いかがお考えでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 実は、この新温泉「暮らしの便利帳」、これを見るとかなりポ

イントをきっちりと押さえて、わかりやすくなっております。今の子育てハンドブック

もいいんですけど、ぜひこれを見ればわかると思いますので、これを参考にしていただ

きたいと思います。そういうことで、これをメーンに見ていただいたほうがいいのでは

ないかと思います。

○議長（中井 勝君） ５番、浜田直子君。

○議員（５番 浜田 直子君） 一家に１冊。そのようないいものがあるとは存じなくて、

申しわけなかったです。またあれですし、でも子育てハンドブックもやはり継続してい

いようにするというお答えをいただいてたと思うんですけど、次の更新のときにはいい

ものをすると聞いてたように思うんですけど、どうでしたでしょうか。
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○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） これもちょっと議長に叱られるかわからんのですけど、今考え

ておるのは、更新に当たって、実はスマホの時代になってきましたんで、若いお母さん

は特にスマホで情報を得ると。それで、スマホの場合は情報更新がもう即、スピーディ

ーにできます。一旦書くと、１年とか情報伝達が古くなって遅くなる場合があります。

ですから、できたら今後は紙媒体でなしに、そういうスマホを使った情報伝達をやって

いきたいと、町の情報全体がそうですけど、そういう方向に取り組んでいきたいという

ことをやっていきたいと思っております。

○議長（中井 勝君） ５番、浜田直子君。

○議員（５番 浜田 直子君） それは子育てのだけではなくて、いろんな情報をそうい

う方向にシフトしていくというか、変えていくんですか。子供以外のことも。何歳ぐら

いまでの方を対象に、情報をそのようなスマホで検討されていますか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 何ていいますか、ＩＣＴの時代でありますし、スマホが普及率

が１億何千２か普及しております。ほぼ普及率がもう１００％近くなっているというふ

うな、高齢者、７０歳以上の方でも、かなりの所有率に上がっておりますので、そうい

う情報提供の仕方が今後変わってくると思っております。子育てハンドブックについて

も、できるだけスマホで検索できるような、そういうことを一番にといいますか、早く

やっていきたいと思います。

○議長（中井 勝君） 浜田議員、通告に沿って質疑をお願いします。

５番、浜田直子君。

○議員（５番 浜田 直子君） 高校を卒業し、多くは都市部で学びます。そして、帰っ

てくる男性、女性もいますが、その率の低さが今の人口減少の原因の一つでもあります。

特に若い女性の帰省率、回復率が低いのが現状のようです。実際、当町の２０代の女性

は１０代よりも少なくなっています。そうした中、男性、女性にとっても働く場所をふ

やすことも重要ですが、同時に、人手不足も言われています。男性も女性も誰もが能力

を発揮できる町であると思われないと、子供たちに選ばれない、帰ってこない。先ほど

もありましたけど、豊岡市とは但馬ということで連携をとっていくべきと考えますので、

豊岡市のことを少し述べさせていただきます。

豊岡市のワークイノベーション戦略を行うワークイノベーション推進室は、男女共同

参画を踏まえ、全国でも大変注目されています。ＳＤＧｓ等も含まれています。豊岡市

は、基本構想として小さな世界都市を目指しています。城崎国際アートセンターは、世

界から人気の高い演劇の施設としてほぼ毎日活用され、市内全ての子供たちに本物の芸

術と触れる機会をつくられています。２０２１年４月開学予定の兵庫県立国際観光芸術

専門職大学も着工されました。さらに２０２０年３月、江原河畔劇場がオープンし、劇

団「青年団」が東京から引っ越してきて、５年後にはアジアナンバーワン、さらに世界
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で知られる演劇祭を目指し、２０２０年９月に第１回豊岡演劇祭がスタートします。豊

岡市で私たちの目指す方向の一つが、１２月２日に行われたジェンダーギャップ解消に

向けた戦略の方向性を示す提言報告会がありました。その挨拶の中で中貝市長は、小さ

な世界都市になるためには、ジェンダー平等に向けたまちづくりが必要。女性のためだ

けの市政ではない。男性にとってもよいことである。人口減少の加速、女性の減少は、

町の消滅につながる。都市部より帰ってきたいと思う女性はいるか。女性を登用しない

のは半分の可能性を捨てている。公正さの欠如になるとも語っておられました。高校卒

業後、都市部に出ていった、この豊岡に帰ってくる回復率は男性の約半分くらいしか女

性は帰ってこないというデータから、女性も活躍できる町を目指されたそうです。この

ように、豊岡の人の流れは増加が見込まれます。そこで、ここは三、四十分ほどの地理

を生かし、一緒に人の流れを生かしていくお考えはありますでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 豊岡市長のおっしゃるとおりだと思います。考えはあるんです

けど、実行するにはいろんな町の基本的なベースが必要だと思います。それには事前の

そういう計画性は必要だと思いますし、今後、やはり女性がこの町に残っていただける、

結果的には子供たちがふえる、そういった方向性、町が活気ある町になる、そういうこ

とで今後、豊岡市を参考にしながら取り組んでいきたいと思います。

○議長（中井 勝君） ５番、浜田直子君。

○議員（５番 浜田 直子君） そのように期待しています。

このように豊岡市は、幅広く取り組んでおられます。当然、お母さんが働きやすい子

育て環境の整備もされていて、豊岡市のこども園、保育園では、０歳児でも見てもらえ

るこども園も整備されています。また、１１月１５日に日高で行われた講演会で平田オ

リザ氏は、働く場所さえあれば人は集まるというのは間違いであったと早く気づくべき

であるということを言っておられました。平田オリザ氏は、自身が９月の下旬に関東の

ほうより、豊岡市日高に家を建てて、家族で引っ越してこられています。その体験を踏

まえて、家族が動く、人が動くのは、現在は女性、奥様の意思がとても重要であったと

言っておられます。女性が動くと男性も動く。そして、その女性が動くときのポイント

は何かというと、まず子育て環境である。そして教育環境、文化、医療などを今と比べ、

それより同等かよくないと動こうとしない、行きたがらない。なので、私は豊岡市に来

ました。コウノトリのおかげで子宝にも恵まれましたと、そのようなニュアンスのこと

をにこにこされながら語り、講演会を締めくくっておられました。そのような観点から

も、誰もが能力を発揮できるまちづくりを進めることが大切と思われますが、どのよう

にお考えでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） そのとおりだと思っております。そういった理想の町になるに

は、やっぱりそういったところを一つ一つ押さえて、何ていいますか、充実を図ってい
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く必要があると思います。ただ、我が町のメリット、豊岡と鳥取に挟まれているわけで

すけど、そういった挟まれているということのメリットを上手にこの町の魅力を発揮す

ることで生かしていける、そういうポジションにあると思っておりますので、そういう

立地のよさ、海も山もあるというすばらしい財産がありますので、そういったものを生

かしながら、一つ一つ充実を図っていきたいと思います。

○議長（中井 勝君） ５番、浜田直子君。

○議員（５番 浜田 直子君） そのように思い、進んでいただけるよう期待いたします。

また、鳥取と豊岡が近くなりますので、逆に、新温泉町が子供たちも浜坂道路の記念式

典のときに言ってたように、通り過ぎる場所になるのではないかなというようなちょっ

と不安なことも言っていましたので、そのようにならないように、この町が有効に、こ

の距離感を生かした町として十分に生かされるように期待いたします。

先ほども町長も申しておられましたが、この町は本当に暮らしやすく、そして当町の

子育て環境は恵まれています。保育料、医療費、中学校まで無料ですし、給食費等も検

討していただいています。新しい園舎ができることにより、この町のイメージアップに

つながります。そのイメージアップにより、明石市、岡山県の奈義町ほかのように、ほ

かのように、子育て支援が充実しているイメージがあらわせれば、住民もふえていくと

思います。お母さん、保護者、家族、地域の方々の早くという切実な思いを感じていた

だきたいです。子供は無限の可能性があります。地域の宝です。ですが、子供たちは熱

や病気、けがなど、いつもはらはらなことが多いです。急な熱でも近くに子育て環境が

あれば、おじいちゃん、おばあちゃんが迎えに行ってくださると、お母さんは仕事を急

に抜けなくてもいいので助かります。何度も休めない方もいらっしゃいます。また時給

により働いておられる方なら、その分収入も減ってしまいます。きのう、きょうと熱心

に議論してくださっていることもわかりますが、国は小さな保育園等の設置も支援して

いる時代です。お金でしょうか。町の将来を考えると、立ちどまって考えていただきた

いです。男性も女性も、働く場所と子育て環境の整備と充実なくして、地元で暮らしに

くいか暮らせなくなると思います。知り合いの方も子供さんが２０代で、都市部に出て

います。その方が、子育て環境がよくならないと子供に帰ってこいと言えないと言って

いました。ぜひ早く言っていただきたいです。検討委員会の答申を尊重し、町民からの

要望書も議長宛てに出されている今、早期の整備に向けてのお考えをお尋ねいたします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 女性の方々が生活しやすい環境、それから働きやすい環境、そ

れから活躍しやすい環境、それから子育てをしやすい環境、医療が受けやすい環境、い

ろんな環境があると思います。全てが町で賄うことは、対応することは不可能な面もあ

るんですけど、鳥取と豊岡の間に挟まれた、そういったメリットを十分に生かしながら、

女性が、子供たちがここの町で元気で生活できる、そういう環境づくりに力を入れます。

○議長（中井 勝君） ５番、浜田直子君。
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○議員（５番 浜田 直子君） 前向きな答弁、感謝いたします。そのように期待いたし

ます。

以上で質問を終わらせていただきます。

○議長（中井 勝君） これをもって浜田直子君の質問を終わります。

・ ・

○議長（中井 勝君） お諮りいたします。本日の会議はこの辺で延会したいと思いま

す。これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（中井 勝君） 異議なしと認めます。よって、本日はこれをもって延会するこ

とに決定しました。

本日はこれで延会します。

次は、１２月６日金曜日午前９時から会議を開きますので、議会議事堂にお集まりく

ださい。長時間お疲れさまでした。

午後４時２４分延会
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